
696 

イ
ル
汗
園
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ノレ

人

志

茂

碩

敏

lま

じ

め

十
三
世
紀
の
中
葉
、

マ
ン
グ
汗
の
時
代
、

チ
ン
ギ
ス
汗
の
孫
フ
ラ
グ
は
西
ア
ジ
ア
に
遠
征
し、

モ
ン
ゴ
リ
ア
そ
の
他
の
地
か
ら
彼
に
同
行
し

オ
ゴ
タ
イ
汗
時
代
に
起
源
を
持
つ
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
園
の
西
方
出
先
機
関
、
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・

カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
、
「
ホ
ラ
サ
ン
総
督
府
」
の
諸
勢
力
を
指
揮
下
に
入
れ
て
征
服
活
動
を
行
っ
た
が
、
諸
々
の
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
塵
下
の

軍
隊
共
々
イ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
征
服
地
に
そ
の
ま
ま
居
つ
く
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
フ
ラ
グ
を
開
祖
と
す
る
西
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
政
権
イ

ル
汗
園
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
イ
ル
汗
園
の
中
核
を
構
成
し
た
の
は
フ
ラ
グ
の
遠
征
に
際
し
て
各
王
家
所
属
の
全
千
人
陵
か
ら

一
定

の
割
り
や
回
て
で
選
抜
さ
れ
た
部
族
軍
と
、
や
は
り
割
り
嘗
て
ら
れ
て
千
人
陵
か
ら
選
抜
さ
れ
た
西
方
出
先
機
関
の
部
族
軍
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
軍
隊
は
、
い
ず
れ
も
征
服
活
動
に
際
し
て
フ
ラ
グ
の
指
揮
下
に
入
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
本
来
は
濁
立
し
た
勢
力
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
フ

ラ
グ
家
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ル
汗
固
に
は
フ
ラ
グ
遠
征
時
の
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
園
を
構
成
し
て
い
た
各
王
家
所
属
の
千

人
陵
か
ら
分
校
し
た
数
多
く
の
部
族
軍
が
並
存
す
る
こ
と
と
な
り
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
園
や
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
等
、
自
家
に
分
輿
さ
れ
た
敷
部
族

の
千
人
陵
を
基
幹
と
し
て
成
立
し
た
諸
汗
閣
と
比
し
、
そ
の
構
成
は
著
し
く
異
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ル
汗
園
の
中
按
を
構
成
す
る

た
箪
陵
と
、
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軍
陵
は
、

な
わ
け
で
、
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
闘
の
基
幹
と
な
っ
て
い
た
全
部
族
軍
の
イ
ラ
ン
に
分
校
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

イ
ル
汗
圏
一
代
、
及
び
イ
ル
汗
園
崩
援
後
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
族
軍
の
消
長
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、

車
に
イ
ラ



ン
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
達
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
い
う
だ
け
の
問
題
に
留
ら
ず
、
贋
く
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
圏
全
瞳
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
の
有

力
な
手
が
か
り
を
獲
得
し
う
る
重
要
問
題
と
も
な
っ
て
く
る
。

建
園
時
の
事
情
に
よ
り
、
必
ず
し
も
フ
ラ
グ
家
に
直
属
は
し
な
い
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
系
、

ト
ル
コ
系
諸
部
族
が
並
立
す
る
形
で
成
立
し
た
イ

ル
汗
園
に
内
包
さ
れ
て
い
る
分
立
的
要
素
は
、
外
敵
の
侵
入
を
撃
退
し
た
ア
パ
カ
汗
の
硯
後
、
汗
位
繕
承
争
い
と
絡
む
有
力
部
族
長
聞
の
政
争

と
い
う
形
で
表
面
化
し
は
じ
め
、
十
三
年
聞
に
五
人
の
汗
が
立
つ
と
い
う
混
飽
朕
態
が
繍
い
た
が
、
結
局
こ
の
政
争
は
、
一
二
九
五
年
、
任
地

の
ホ
ラ
サ

γ
地
方
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
一地
方
に
進
軍
し
て
汗
位
に
つ
い
た
ガ
ザ
ン
汗
に
よ
っ
て
牧
拾
さ
れ
、
さ
ら
に
ガ
ザ
ン
汗
は
劃
立
す

る
多
く
の
部
族
長
(
ア
ミ
l
ル
〉
達
や
、
彼
等
と
結
ん
で
汗
位
を
狙
い
う
る
諸
王
達
を
徹
底
的
に
討
滅
し
て
い
っ
た
。
ガ
ザ
ン
汗
が
封
立
勢
力
討

滅
活
動
完
了
後
、
僅
か
四
年
半
で
残
し
た
後
、
政
樺
は
腹
違
い
の
弟
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、
そ
の
息
子
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
へ
と
縫
承
さ
れ
、

ア
プ
I
・
サ
イ
l
ド
汗
が
残
し
て
フ
ラ
グ
家
の
正
統
が
絶
え
る
と
モ
ン
ゴ
ル
系
、
ト
ル
コ
系
諸
部
族
抗
争
の
時
代
と
な
り
、
最

一
三
三
五
年
、
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終
的
に
は
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ル
汗
園
一
代
、
及
び
イ
ル
汗
園
崩
壊
後
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
そ

γ
ゴ
ル
人
達
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
『
集
史
』
、
『
ワ
ッ
サ
l
フ
史
』
、
『
オ
ル

ジ
ャ
イ
ト
史
』
、
『
ヘ
ラ
l
ト
史
記
』
、
『
選
史
』
、
『
シ
ャ
イ
フ
・
ウ
ワ
イ
ス
史
』
、
『
集
史
績
編
』
、
等
か
ら
か
な
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
史
料
は
限
ら
れ
た
時
代
や
地
域
を
扱
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ル
汗
園
成
立
時
か
ら
そ
の

崩
壊
後
に
至
る
ま
で
を
通
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
動
向
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
史
料
を
つ
き
合
せ
、
繋
ぎ
合
せ
て
整
理
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
や
っ
か
い
な
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
諸
史
料
中
に
登
場
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
親
子
、
兄
弟
、

互
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

ョこ
れ
ら
の
諸
史
料
を
い
か
に
精
讃
し
よ
う
と
も
、
具
瞳
的
な
諸
貼

モ
ン
ゴ
ル
系
、
ト
ル
コ
系
諸
部
族
の
イ
ル
汗
園
一
代
、
及
び
イ
ル
汗
園
崩
壊
後
に
至
る
ま
で
の
個
々
の
消
長
を
明
確

一
族
そ
の
他
相

が
一
向
に
剣
然
と
せ
ず
、

に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
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イ
ル
汗
園
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
動
向
に
つ
い
て
は
ド
l
ソ
ン
以
来
百
数
十
年
、
多
く
の
研
究
者
達
に
よ
っ
て
一
醸
の
整
理
が
な
さ
れ
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て
は
き
た
が
、
彼
等
の
ど
の
研
究
を
見
て
も
、
諸
史
料
中
に
登
場
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
行
動
を
彼
等
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま

年
代
順
に
羅
列
す
る
の
み
で
あ
り
、

チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
に
遡
る
各
部
族
軍
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
分
校
の
消
長
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
が
極
め
て
不
十
分
な
ま
ま
に
終
っ

て
い
る
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
史
料
な
し
に

は
こ
の
問
題
の
研
究
が
不
可
能
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
決
定
的
重
要
史
料
、
『
集
史
』
「
部
族
考
」
を
全
く
参
照
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ

る
。
「
部
族
考
」
は
、

モ
ン
ゴ
ル
一
帝
闘
の
基
幹
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
系
、

話
、
親
族
閥
係
、
習
俗
、
生
活
様
式
、
住
地
、
移
動
、

チ
ン
ギ
ス
汗
と
の
関
係
、

ト
ル

コ
系
諸
部
族
の
各
部
族
ご
と
に
、

そ
の
出
自
、
系
統
、
起
源
説

チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
有
力
ア
ミ
l
ル
と
そ
の
後
斎
達
、

族

達
の
名
、

チ
ン
ギ
ス
汗

一
門
の
妃
や
側
室
と
な
っ
た
者
の
名
、
そ
の
他
、
康
範
な
年
代
に
わ
た
る
他
史
料
中
に
は
見
ら
れ
な
い
様
々
の
事
柄
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
極
め
て
貴
重
な
史
料
だ
が
、
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
に
闘
し
て
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
首
一
該
部
族
出
身
者
と
し
て

し
か
も
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
ガ
ザ

ン
汗
の
時
代
ま
で
で
あ
り
、
零
細
な
史
料
と
い
え

名
が
寧
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、

た
が
、
「
部
族
考
」
の
記
事
か
ら
各
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
と
そ
の
後
背
達
、

一
族
達
の
系
譜
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
と
前
述
の
諸
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る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
ま
で
「
部
族
考
」
、
が
イ
ル
汗
園
史
研
究
の
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
か
っ

史
料
中
に
見
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
行
動
と
を
つ
き
合
せ
、

繋
ぎ
合
せ
て
い
け
ば
イ
ラ
ン
に
分
校
し
た
モ

ン
ゴ

ル
系
、

ト
ル
コ
系
諸
部
族
の

消
長
を
か
な
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

(
1
〉

筆
者
は
既
に
「
部
族
考
」
を
参
照
し
て
五
稿
を
著
わ
し
、
限
ら
れ
た
年
代
に
お
け
る
諸
部
族
の
個
々
の
消
長
に
つ
い
て
考
読
し
て
き
た
が
、

さ
ら
に
新
た
な
成
果
を
も
加
え
て
、

イ
ル
汗
園
建
園
時
か
ら
そ
の
崩
壊
後
に
至
る
モ
ン
ゴ
ル
系
、
ト
ル
コ
系
諸
部
族
の
消
長
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た
い
。
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ガ
ザ
ン
汗
に
誠
ぼ
さ
れ
た
モ

γ
ゴ
ル
諸
勢
力

第
一
節

モ
ン
ゴ
ル
一
一
帝
園
の
西
方
出
先
機
関
起
源
の
軍
陵
の
消
長

(1) 

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・
カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
起
源
の
軍
隊
の
消
長

ア
パ
カ
汗
残
後
の
政
争
に
お
い
て
数
々
の
陰
謀
や
裏
切
り
を
重
ね
な
が
ら
も
大
き
な
慮
罰
を
受
け
ず
に
、
ア
ル
グ
ン
汗
、
ガ
イ
ハ
ト
汗
、
パ

イ
ド
汗
政
権
の
中
心
に
あ
っ
た
吋
ロ

mgnEH
は
一
二
九
五
年
、
諸
王
ガ
ザ
ン
が
ホ
ラ
サ

ン
か
ら
進
軍
し
て
く
る
と
バ
イ
ド
汗
を
裏
切
っ
て
ガ

ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
た
。
叶
口
問

znr削
同
は
バ

l
リ
ン
部
族
の
出
身
で
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン

・
カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
二
高
の
軍
陵
の
兵
員
達

と
現
地
の
女
と
の
混
血
児
で
あ
る
カ
ラ
ウ
ナ
ス
達
を
主
睦
に
構
成
さ
れ
た
イ
ル
汗
の
直
属
軍
、
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
の
初
代
首円
入
陵

-133-

長

P
Eロゲロ
ρ
削
の
子
で
あ
り
、
-
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
に
こ
の
親
衛
隊
の
第
四
代
高
人
隊
長
と
な
っ
て
以
後
、
こ
の
軍
隊
を
牢
ば
私
兵
化
し
て
一

連
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
が
、
結
局
は
、
即
位
し
た
ガ
ザ
ン
汗
に
よ
っ
て
危
険
人
物
と
し
て
ル
ム
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
数
箇
月
後
ガ
ザ
ン
汗

の
放
っ
た
刺
客
の
手
で
暗
殺
さ
れ
た
。
吋ロ

mrrEH
と
ほ
と
ん
ど
行
動
を
共
に
し
て
レ
た

P
E
n
r
z
z
-
は
オ
ン
ギ
ラ
l
ト
部
族
出
身
で
、
祖

父
〉
ゲ
削
S
M
Zロ
ヨ
ロ
が
ア
バ
カ
汗
時
代
に
支
配
し
て
い
た
カ
ラ
ウ
ナ
ス
達
を
主
佳
と
す
る
イ
ル
汗
の
「
親
衛
千
人
像
」
を
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
以

後
支
配
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、

DEnyzσ
削
寸
か
一
連
の
政
字
の
中
心
人
物
た
り
得
た
の
も
叶
ロ

mgnEH
同
様
、
汗
の
直
属
軍
を
お
さ
え

て
い
た
こ
と
に
よ
る

O
P
E
n
F
E
E
-
は
最
後
ま
で
バ
イ
ド
汗
に
従
っ
て
捕
え
ら
れ
、

一
族
の

回
己

m
Eロ
閃

E
Sロ
の
助
命
嘆
願
が
あ
っ
た

が
ガ
ザ
ン
汗
に
慮
刑
さ
れ
た
。

ま
た
、

カ
ラ
ウ
ナ
ス
達
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
ホ
ラ
サ
ン
守
備
の
軍
隊
、
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
の
支
配
者
、

イ
ル
ド
ル
キ
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ン
部
族
の
国
百
円
宮
一回目
z
w
n
E
は、

ア
バ
カ
汗
の
硯
後
、
諸
王
ア
ル
グ
ン
と
ア
フ
マ
ッ
ド
汗
と
が
争
っ
た
時
、

ホ
ラ
サ
γ
地
方
に
い
て
ア
ル
グ
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ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
後
へ
ラ
l
ト
で
殺
さ
れ
た
。
も
う

一
つ
の
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陰
」
の
支
配
者
オ

イ
ラ
ー
ト
部
族
の

Z
包
Z
N
は
、
一
二
八
九
年
、
ア
ル
グ
ン
汗
打
倒
を
計
蓋
し
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

切
同
意
の
叛
逆
事
件
に
絡
ん
で

ホ

ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
ガ
ザ
ン
に
叛
い
た
が
、
一
二
九
四
年
、
ガ
ザ
ン

の
も
と
に
降
っ

た。

Z
m
Z
Z
N
が
叛
い
た
時
、
彼
が
支
配
し
て
い
た
軍
陵

中
に
は
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
の
は
じ
め
に

出
5
門
首
切

E
f
z
が
慮
刑
さ
れ
て
解
佳
し
た

「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
高
人
陵
」
の
残
黛
も
含
ま

ン
の
協
力
要
請
を
断
り
、

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

Z白
山

H
E
が
諸
王
ガ
ザ
ン
に
降
る
に
及
び
、
二
つ
の
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
系
統
の
軍
陵
の
多
く
は

ガ
ザ
ン
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Z即
日
同
ロ
N

は
諸
王
ガ
ザ
ン

の
も
と
に
降
っ
た
後
、
彼
の
即
位
に
壷
力
し
て
貢
献
し
た
が
、

一
二
九

七
年
、

ガ
ザ
ン
汗
の
断
固
た
る
決
意
の
前
に

一
族
、
郎
議
共
々
慮
刑
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ

ン
・
カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
二
高
の
軍
隊
に
起
源
を
持
つ
カ
ラ
ウ
ナ
ス
の
軍
陵
は
イ
ル
汗
園
成
立
後
、

「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
薦
人
像
」
、
「
親
衛
千
人
像
」
、
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
一ラ
ウ
ナ
ス
高
人
像
」
と
い
う
汗
の
親
衛
軍
や
漣
境
守
備
軍
に
編
成
さ
れ
、

ア
バ
カ
汗
殻
後
の
政
争
に
お
い
て
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ホ
ラ
サ
ン
に
お
け
る
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
ア

ル
グ
ン
汗
時
代
の
は
じ
め
、

「
ホ

ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
高
人
像
」
の
寓
人
陵
長

田
区
含
∞

E
r
z
が
へ
ラ
1
ト
で
殺
さ
れ
、
次
い
で
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
蔦
人
陵
」
の
高
人

-134-

「
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隊
長

-4cmznEH
と
「
親
衛
千
人
像
」
の
千
人
隊
長

ρ
E
n
r
z
z
-
が
相
次
い
で
ガ
ザ
ン
汗
に
慮
刑
さ
れ、

さ
ら
に
、

ガ
ザ
ン
の
も
と
に
降

っ
て
い
た
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
高
人
像
」
の
支
配
者

Z
包
B
N
も
一
族
、
郎
窯
共
々
ガ
ザ
ン
汗
に
蕗
刑
さ
れ
て
、
「
ヒ

ン
ド
ゥ

ス
タ
ン

・

カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
起
源
の
軍
隊
は
解
盤
、
再
編
成
さ
れ
、
後
述
す
る
ガ
ザ
ン
汗
の
ア

ミ
l
ル
〉

E
Eや
と
肉

E
が
支
配
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、

Z
白
骨
官
が
一
族
、
郎
議
共
々
慮
刑
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
四
代
「
ホ
ラ
サ
ン
総
督
」
で
あ
っ
た
父

〉
掲
げ

E
-〉
台
以
来
の
傍

統
が
断
絶
し
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

(2) 

「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

γ
軍
政
府
」
起
源
の
軍
陵
の
消
長

「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
軍
隊
は
遠
征
軍
の
穂
司
令
官
、

ス
ニ

l
ト
部
族
の

の
Z
H
B削
m
r
E
率
る
「
第

一
高
人
陵」
、
オ
ル
ク
ヌ

ー
ト
部
族
の
ペ
同
町
削
ペ
目
白
山
門

率
る

「第
二
高
人
陵
」
、
ウ
イ
グ
ル
、
カ
ル
ル
ク
等
か
ら
な
る
宮
包
停
∞

g
r
率
る

「
第
三
高
人
陵
」
か
ら
な
っ

て
い
た
が
、
「
第
三
高
人
隊
」
は
寓
人
像
を
纏
承
し
た
宮
包
停
凹

E
r
の
二
人
の
息
子
が
相
次
い
で
慮
刑
さ
れ
、
フ
ラ
グ
汗
時
代
の
一
二
六

O

-135ー

年
、
解
鐙
、
分
割
さ
れ
た
。
「
第
一

高
人
陵
」
は
の
宮
同
日
高
百
ロ
の
後
、
ベ
ス
l
ト
部
族
の
切
削
阿
古
が
高
人
隊
長
職
を
縫
ぎ
、
彼
が
一
一

一五

円

E
H
S倒
的
宮
ロ
の
子

ω古
品

B
E
W
切
削
阿
古
の
子
〉
皆
目
円
へ
と
高
人
陵
長
職
は
の

E
H
B削
mrロ
P
∞削
H
Z

九
年
、

フ
ラ
グ
に
慮
刑
さ
れ
た
後
、

の
系
統
に
交
互
に
極
承
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

ア
フ
マ

y

ド
汗
と
諸
王
ア
ル
グ
ン
と
が
争
っ

た
時
、

ω
E日
自
由
ロ

の
子

開
σ停
削
ロ

が
ア
フ
マ

y

ド
汗
の
有
力
ア
ミ
l
ル
と
し
て
ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
後
昆
刑
さ
れ
、
「
第
一
高
人
陵
」

の
主
力
は
「
四
つ
の
千
人
隊
」
を
一
単
位
と
す
る
こ
っ

の
軍
園
に
分
割
さ
れ
、

ア
ル
グ
ン

の
即
位
に
貢
献
し
た
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
の

E
N
E
と
王
族
の
切
口
品

-
m
z
e
z
g刊
に
輿
え
ら
れ
た
。

「
第

一
高
人
陵
」
は
ア
バ
カ
汗
残
後
の
政
争
に
絡
ん
で
二
つ
に
分
割
さ
れ
、
全
く
別
系
統
の
者
達
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
「
四
つ
の
千
人

陵
」
の
長
。

Z
N習
は
一
族
の
切
同
色
が
ア
ル
グ
ン
汗
に
射
す
る
叛
逆
を
企
て
、
諸
王
ジ
ュ
シ
ュ
カ
l
プ
の
擁
立
を
計
蓋
し
た
時
こ
れ
に
同

701 

調
し
て
一
二
八
九
年
慮
刑
さ
れ
た
。
も
う

一
人
の
「
四
つ
の
千
人
陵
」
の
長
田
出
品

-
m
z
p
q
g包
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
に
慮
刑
さ
れ
て

い

る
。
ガ
イ
ハ
ト
汗
時
代
、
兄
の
ゲ
官
官
の
寧
陵
を
縫
承
し
た
長
日
ロ
同
切
符
も
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
直
後
に
起
っ
た
諸
王
ス
カ
・
ア
ル
ス

ラ
ン

の



702 

叛
鈍
事
件
の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
慮
刑
さ
れ
た
。

諸
王
ス
カ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
の
叛
範
は
、

ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
開
も
な
い
一
二
九
六
年
の
は
じ
め
、
「
第
二
寓
人
陵
」
の
初
代
寓
人
隊
長

J
E
E

J
E回
日
の
曾
孫
で
、
パ
イ
ド
汗
側
に
つ
い
て
諸
王
ガ
ザ

γ
に
封
抗
し
た
寓
人
隊
長
∞
問
巳
削
が
命
ぜ
ら
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
に
出
兵
す
る
途
次
同
様

に
ホ
ラ
サ
ン
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
諸
王
ス
カ
を
擁
し
て
叛
飽
を
起
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
切
符
己
削
は
戦
死
し
、
ス
カ
は
慮
刑
さ
れ
た
が
、
こ

の
報
を
得
た
ガ
ザ
ン
汗
は
切
削
昌
広
の
兄
弟
の
⑤
門
戸
H
B
m
E
と
叶
口
同
削
昨
日
の
R
F
E
の
慮
刑
を
断
行
し
、
こ
こ
に
「
第
二
高
人
像
」
は
完
全
に

解
慢
さ
れ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
ア
ミ
l
ル
達
が
諸
王
ア
ル
ス
ラ
ン
の
も
と
に
結
集
し
て
叛
い
た
の
が
ア
ル

ス
ラ
ン

の
叛
範
で
、
叛
凱
の
首
謀
者

叶ロ
W
包
は

(
U
E
H
B削
mrロ
ロ
と
共
に
イ
ラ
ン
に
や
っ
て
き
た
ア
ル
ラ
ト
部
族
の
ア
ミ
I
ル
の
後
喬
で
、
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
時
か
ら
活
躍
し
て

い
た
古
参
の
ア
ミ
I
ル
で
あ
り
、
彼
が
支
配
し
て
い
た
軍
陵
の
基
幹
が
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
起
源
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

ぃ
。
も
う
一
人
の
中
心
人
物
が
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
「
第
一
高
人
像
」
起
源
の
「
四
つ
の
千
人
隊
」
の
長
、

ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族

-136一

の
長
山
口
同

一切
符
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、

諸
主
ス
カ
・
ア
ル
ス

ラ
ン

の
叛
凱
が
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
軍
政
府
」
の

「
第

一
高
人
像
」
、
「
第
二
高
人
隊
」
起
源
の
箪
陵
の
支
配
者
達
を
中
心
に
起
さ
れ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
ホ
ラ
サ

ン
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に

進
軍
し
、
パ
イ
ド
汗
を
倒
し
て
即
位
し
た
ガ
ザ
ン
汗
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
政
権
の
基
礎
を
確
立
せ
ん
と
、

「ヒ

ン
ド
ゥ
ス
タ

ン
・
カ

シ
ミ

l
ル
鎮
守
府
」
起
源
の
軍
隊
で
あ
る
「
親
衛
千
人
陵
」
の
長

D
宮
島
田
争
包
の
慮
刑
、

「親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
の
長
吋
己
的
富
島
町
の

ル
ム
左
遷
、
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
軍
政
府
」
の
「
第
一

高
人
陵
」
起
源
の
「
四
つ
の
千
人
隊
」
の
支
配
者
切
回
目
-
m
E
Dぞ
忠
也
の
虚
刑
を
相

，
次
い
で
断
行
し
、

ア
バ
カ
汗
硬
後
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
フ

ラ
グ
遠
征
時
以
前
か
ら
の
停
統
を
有
す
る
嘗
勢
力
を
次
々
と
排
除
し
て
い

っ
た

が
、
こ
れ
を
ま
の
あ
た
り
に
見
た
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
軍
政
府
」
の
「
第
一

高
人
陵
」、
「
第
二
高
人
陵
」

起
源
の
軍
陵
の
支
配
者
達
は
ガ
ザ

ン
汗
か
ら
ホ
ラ
サ
ン
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
び
、
こ
れ
に
反
渡
し
て
叛
蹴
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
叶
Dr也
、が
慮
刑
さ
れ
、
逃
れ
た
メ
宮
田
切
岸

も
慮
刑
さ
れ
、
叶
z
m
g
n
E
H
も
暗
殺
さ
れ
た
。
翌
一
二
九
七
年
に
は
わ
百
円
ヨ
削
m
F
E
の
孫
切
削
同
my日
が
虚
刑
さ
れ
て
い
る
。
切
削
日
』
ロ
の
孫

ω巳削
B
S
F
は
、
-
〉
H

ロ
同
切
符
か
ら
縫
承
し
た
軍
隊
を
基
幹
に
ル
ム
の
省
内
入
隊
長
と
な
っ
た
が
、
結
局
は
叛
い
て
捕
え
ら
れ
、

一
二
九
九
年
慮



刑
さ
れ
た
。
こ
こ
に
「
第
一
高
人
陵
」
起
源
の
軍
陵
は
最
終
的
に
解
瞳
さ
れ
た
。

「
U
1

化、
T
L
4
ψ
ャ
寸
て
同
判
岡
阿
国
4
」
神
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鮪
開
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側
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G
灘
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M
m〉
爾

礼
子
均
図
混
同
感

uq
e叫
V
¥

者
雷
除
隊

×
 

-、
d
A:

↑

-l
回
出
品

-mzezs

。
百
円
自
削
四
百
ロ
l
切
削
山
首
一l
ω
宮
品
目
回
口
|
〉
念
日
向
|
|一

×

一

×

×

一
ー
の

E
N削HH
el
l
」
〉
同
ロ
同
切
持
|
ω
ロ
釘
B
Z
Y

×

一

×

肘
V
回
目
内
側
口
一
寸
回
}
拘
削
戸

一
×
一
回
出
関
H
H

回同

-× 

1
1
1
t
i
l
l
-
-
一l
g
z釘

濃

川

誠

〉

郊

一

一

一

×

↑
I
l
l
i
-
-
十
宮

B
E

J

円
削
}
円
削
ペ
目
的
同
門
l
同月
Hdq削
V
Zロ可削ロ
下

|
|

一

一
×

一1
1
1
1-
-
l
r
吋
管
制
日
の
副
長
削
ロ

瀧
川
誠
〉
郊

×

一

一

寸

l
国
広
島

g
g

ロ
角
田

r
r明
}
H削
}
H
I
l
-

×

「

!Illi--ー
か
包
削
円
一
切
持

一

一
|
吋
ロ
ロ
削

一1
l
y向田-削直同門

-137-

×
長
国
関
連
川
明
営
汁
叫
略

以
上
、

ω、
ωで
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
パ
カ
汗
窺
後
の
一
連
の
政
手
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
「
部
族
考
」
を
参
照
し
て
の
考
謹
に
よ

り
は
じ
め
て
イ
ル
汗
園
成
立
後
の
動
静
が
知
れ
る
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・
カ
シ
ミ

l
ル
鎮
守
府
」
、
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
軍
政
府
」
、

「
ホ
ラ
サ

ン
穂
督
府
」
等
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
園
の
西
方
出
先
機
関
起
源
の
軍
隊
の
支
配
者
達
で
あ
り
、
こ
れ
ら
奮
勢
力
ほ
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ア
ゼ

ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
に
確
固
た
る
政
権
の
基
礎
を
確
立
せ

ん
と
す
る
彼
の
断
固
た
る
決
意
の
前
に
徹
底
的
に
解
盤
、
改
易
さ
れ
た
が
、
西
方
出
先
機
関
起
源
の
軍
陵
の
支
配
者
達
を
中
心
に
汗
位
縫
承
争

い
と
絡
ん
だ
政
争
が
く
り
返
さ
れ
る
聞
に
、
フ
ラ
グ
遠
征
軍
起
源
の
諸
部
族
の
蔦
人
陵
、
千
人
陵
の
支
配
者
達
や
そ
の
一
族
達
も
，
次
第
に
こ
の

政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
以
前
に
も
、
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
に
も
多
く
の
ア
ミ
l
ル
達
が
慮
刑
さ
れ
、
そ
の
軍
隊
を
解
睦

ン
に
進
軍
し
て
汗
位
に
つ
い
た
ガ
ザ
ン
汗
と
員
っ
向
か
ら
針
立
す
る
こ
と
と
な
り
、

703 
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さ
れ
て
い
る
。
次
に
、

西
方
出
先
機
関
起
源
の
軍
隊
の
支
配
者
を
も
含
め
て
、

ア
パ
カ
汗
残
時
の
一
二
八
二
年
か
ら
一
二
九
九
年
、

ガ
ザ
ン
汗

の
劉
立
勢
力
討
滅
活
動
完
了
時
ま
で
に
滅
ぼ
さ
れ
て
軍
隊
を
解
瞳
さ
れ
た
諸
部
族
の
ア
ミ
1
ル
達
に
つ
い
て
部
族
別
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

第
二
節

ア
パ
カ
汗
窺
後
か
ら
ガ
ザ
ン
汗
の
樹
立
勢
力
討
滅
活
動
完
了
時
ま
で
の
諸
部
族
の
消
長

ー
パ
l
リ
ン
部
族
u

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・
カ
シ
ミ
1
ル
鎮
守
府
」
の
軍
隊
を
支
配
し
た

D
白品

Z
ロ
百
ロ
の
甥

D
ロ
昨
日
宮
古
が
フ
ラ

グ
汗

時
代
の
末
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・
カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
の
軍
隊
の
後
身
で
あ
る
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
の
初
代
蔦
人
隊
長
と
な
っ

キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
の
軍
隊
と
戦
っ
て
戦
死
し
た
。
彼
の
兄
弟
の

H
S
E
R
-
吋同

wg-
』

S
E
R
の
息
子
切
可
制
釘
E

駒-
・、晶、

中

れ

カ

一
二
六
五
年
、

は
結
赤
監
視
官
官
g
m
E巳
〉
を
務
め
、
、
H
，同

W
E
は
ア
パ
カ
汗
硯
後
の
政
争
に
も
開
わ
り
を
持
ち
、

一
二
九
二
年
に
四
注
し
た
。

D
P同
ロ
ゲ
ロ
也
の

子

吋

a
z
n
E
H
は
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
に
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
陵
」
の
第
四
代
高
人
陵
長
と
な
っ
て
一
連
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
が
、

一
族
の
者
達
の
大
き
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

僅
か

に
切
口
同
削
]
何
百
と
そ
の
子
の
}
同
月

2
が
ガ
ザ
ン
汗
の
残
時
、

掌
撒
官
〈
田
口
百
円
ロ

ro
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
み
で
あ
り
、

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト

-:-::-138一

ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
ル
ム
に
左
遷
さ
れ
、
嘗
地
で
暗
殺
さ
れ
た
。
彼
の
暗
殺
後
、

汗
時
代
の
は
じ
め
切
回
同
削

-mE
が
ル
ム
地
方
で
の
罪
を
関
わ
れ
て
慮
刑
さ
れ
て
以
後
、
こ
の
部
族
出
身
者
の
名
は
惇
え
ら
れ
て
い
な
い
。

2
オ
ン
ギ
ラ
l
ト
部
族
日
ロ
冊
目

zm苫
ロ
〔
特
醇
稗
〕
の
一
一
族
〉
冨
同
包

Z
弓
削
ロ
が
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
従
っ
た
後
ア
パ
カ
汗
の
「
親
衛
千

人
像
」
の
長
と
な
り
、
こ
の
軍
陵
の
支
配
権
を
ア
ル
グ
ソ
汗
時
代
に
受
け
つ
い
だ
孫
の

P
E
n
Z争
包
は
叶
c
m
r削
n
E円
と
共
に
ア
パ
カ
汗

一
二
九
五
年
、
パ
イ
ド
汗
に
仕
え
て
諸
王
ガ
ザ
ン
と
封
立
し
、
捕
え
ら
れ
て
慮
刑
さ
れ
た
。
そ
の

残
後
の
一
連
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
が
、

数
箇
月
後
、
同
族
の
呂
田
師
陣
。
白
井
削
ロ
が
諸
王
ア
ル
ス
ラ
ン
の
叛
乱
に
加
わ
り
、
以
後
こ
の
部
族
の
ア
ミ
l
ル
の
活
動
は
全
く
俸
え
ら
れ
て
い

な
い
。
宮
門
凶
器
の
R
w
g
も
叶
己
内
乱
や
‘
〉
間
口
回
目
w
同
様
慮
刑
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
ス
ニ
l
ト
部
族
日
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
「
第
一
蔦
人
除
」
の
初
代
寓
人
隊
長
。

E
H
Bお
E
ロ
〔
縛
見
馬
竿
〕
の
子

ω
E品目

自
由
ロ
は
、

一
二
五
九
年
、
慮
刑
さ
れ
た
第
二
代
寓
人
隊
長
国
民
百
の
後
を
う
け
て
第
三
代
蔦
人
隊
長
と
な
っ
た
が
、
息
子
の
開
σ停
官
は
ア



フ
マ

y
ド
汗
と
諸
王
ア
ル
グ

γ
と
が
争
っ
た
時
ア
フ
マ
ッ
ド
側
に
つ
き
、

一
二
八
四
年
、
ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
直
後
に
慮
刑
さ
れ
た
ρ

別
の
息

子
切
削
同
m
r日
も
一
二
九
七
年
、

ガ
ザ
ン
汗
に
慮
刑
さ
れ
、
以
後
口
rロ
H
B有
吉
ロ
の
後
事
闘
の
活
動
は
全
く
見
う
け
ら
れ
な
い
。

4
ベ
ス
l
ト
部
族

u
Vゲ
四
〔
哲
別
〕
の
一
族
で
、
。
}
同
即
日
削
m
r凶
ロ
の
遠
征
に
千
人
陵
長
と
し
て
加

っ
た

切
旦
ロ
は
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン

軍
政
府
」
の
「
第
一
高
人
陵
」
の
第
二
代
蔦
人
隊
長
と
な
り
、

フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
時
に
も
活
躍
し
た
が
、

一
二
五
九
年
、

ル
ム
に
お
け
る
戟

功
を
誇
っ
た
と
い
う
理
由
で
フ
ラ
グ
に
慮
刑
さ
れ
た
。
息
子
の
〉
針
γ
は
千
人
陵
長
か
ら
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
に
高
人
隊
長
と
な
っ
た
。
〉
仏
停

の
息
子

ω己削
s
u
r
は
ガ
ザ
ン
汗
の
劉
立
勢
力
討
滅
活
動
に
従

っ
て
、
諸
王
ア

ル
ス
ラ
ン

の
叛
範
鎮
定
や
ル
ム
の
叛
持

切
色
白

追
討
等
に
功

を
立
て
、
メ
同
ロ
回
目
r
の
慮
刑
後
に
「
第
一
高
人
陵
」
起
源
の
「
四
つ
の
千
人
陵
」
を
継
承
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
軍
陵
を
基
幹
に
ル
ム

の
寓

人
陵
長
と
な
っ
た
が
、
結
局
は
ガ
ザ
ン
汗
に
叛
い
て
一
二
九
九
年
に
慮
刑
さ
れ
、
「
第
一
高
人
陵
」
起
源
の
軍
隊
は
最
終
的
に
解
瞳
さ
れ
た。

F
Z
の
弟
宮

E
W仏
ロ
皆
同
吋
は
「
ヒ

ン
ド
P

ス
タ
ン

・
カ
シ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」
の
第
二
代
高
人
陵
長
と
な
り
、
息
子
の

C
Z凹
ほ
一

二
六
五

年
、
諸
王
ア
バ
カ
が
汗
位
に
つ
く
た
め
任
地
の
ホ
ラ
サ
ン
に
戻
る
時
、
バ
ド
ギ
ス
地
方
に
留
っ
て
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ

ス
タ
ン

・
カ
シ
ミ

i
ル
鎮
守

府
]
の
軍
陵
の
後
身
で
あ
る
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
の
蔦
人
陵
」
の
一

部
を
支
配
し
た
。
彼
の
後
志
向
の
活
動
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

r
g
の
後
背
の

N
S
E
は
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
∞

Z
削
の
叛
逆
計
董
に
同
調
し
て
虚
刑
さ
れ
た
。
同
じ
く

Hog
の
後
喬
の
千
人
隊
長

ωrg-

宮
島
ロ
は
一
二
九
五
年
、
パ
イ
ド
汗
の
も
と
か
ら
諸
王
ガ
ザ
ン

の
も
と
に
来
降
し
た
が
そ
の
後
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
結
局
ベ
ス

l
ト

-139ー

部
族
出
身
者
の
活
動
は
、

一
二
九
九
年

ω巳削
g
u
r
の
慮
刑
後
は
見
う
け
ら
れ
な
いい。

5
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
一
フ
ラ
グ
に
従
っ
て
き
た

C
E割
問
。
同
居
冨
の
子
回
白
色
は
ア
パ
カ
汗
の
側
近
と
な
っ

た
後
、
請
わ
れ
て
ア

フ
マ
ッ
ド

汗
に
仕
え
た
が
、

ア
フ
マ

y

ド
汗
を
裏
切
っ
て
ア
ル
グ
ン
汗
擁
立
の
立
役
者
と
な
り
、

た
。
回
白
色
と
行
動
を
共
に
し
た
弟
の
〉
吋

Z
や
一
一
族
の
の
げ
官
官
も
同
様
で
あ
り
、
。

E
N削
ロ
は
ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
後
、
「
ア
ゼ
ル
バ

イ

一
二
八
四
年
の
ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
以
後
強
盛
お
誇
つ

705 

ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
「
第
一
高
人
陵
」
起
源
の
「
四
つ
の
千
人
陵
」
の
長
と
な
っ
た
。

ω口
合
は
そ
の
後
ア
ル
グ
ン
汗
と
不
和
に
な
り
、
諸
王

一
二
八
九
年
慮
刑
さ
れ
た
。
こ
の
時
彼
に
同
調
し
た
〉
同

E
も

の

Z
N
E
も
同
様
に
慮
刑

ジ
ュ
シ
ュ
カ
ー
ブ
の
擁
立
を
計
重
し
て
護
費
し
、
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さ
れ
た
。
の

Z
N削
ロ
の
弟
メ
宮
田
切
H
F

は
ガ
イ
ハ
ト
汗
時
代
、
兄
の
支
配
し
て
い
た
「
四
つ
の
千
人
像
」
を
継
承
し
た
が
、

ガ
ザ

ン
汗
時
代

の
一
二
九
六
年
、
諸
王
ア
ル
ス
ラ
ン
の
叛
組
事
件
の
中
心
人
物
と
し
て
捕
え
ら
れ
、

慮
刑
さ
れ
た
。
以
後
、
回
口
色
の
一
族
の
活
動
は
見
う
け

ら
れ
な
い
。

6
オ
ル
ク
ヌ
l
ト
部
族
リ
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
千
人
隊
長
穴
Z
E
B仏
包
〔
軽
士ロ牙}グ
〕
の
一
一
族
で
あ
る
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の

「
第
二
高
人
陵
」
の
初
代
寓
人
隊
長
ペ
停
削
ペ
目
白
骨
の
曾
孫
で
、
や
は
り
高
人
隊
長
で
あ

っ
た
切
母
己
削
は
、
バ
イ
ド
汗
と
諸
王
ガ
ザ
ン
と
が

劃
立
し
た
時
バ
イ
ド
汗
側
に
つ
き
、

ガ
ザ
ン
汗
卸
位
直
後
の
一

二
九
六
年
、

ホ
ラ
サ

ン
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ
て
嘗
地
に
向
う
途
中
、

諸
王
ス
カ
を

擁
し
て
叛
凱
を
起
し
た
が
戦
死
し
た
。
こ
の
直
後
、
兄
弟
の

ο
ξ
自由
E
・
叶
回
同
削
E

C
白
井
削
ロ
も
ガ
ザ
ン
汗
に
慮
刑
さ
れ
、
「
第
二
寓
人
陵
」

起
源
の
軍
陵
は
完
全
に
解
慌
し
た
。

7
オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
日
第
四
代
「
ホ
ラ
サ
ン
組
督
」
〉
H
m
r
E
〉
色
の
子

Z
包
品
目
や
弟
の
戸
島
N
M

は
ア
パ
カ
汗
硯
後
の
政
争
に
初
期
か

ら
関
わ
り
あ
い
を
持
っ
て
お
り
、

一
二
八
九
年
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
お
け
る

ω
2
m
の
叛
逆
事
件
に
絡
ん
で
ホ
ラ
サ
ン
で
諸
王
ガ
ザ
ン
に

-140ー

奴
い
た

Z
包
同
官
は
一
二
九
四
年
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
降
っ
た
後
、
バ
イ
ド
汗
と
封
立
し
た
ガ
ザ
ン
を
助
け
て
彼
の
即
位
に
壷
カ
し
、

パ
イ
ド
汗

の
も
と
に
あ
っ
た
円
削
除
N
H

と
も
劉
立
し
た
。
結
局
は
ガ
ザ

ン
汗
即
位
後
の
一
二
九
七
年
、
彼
等
は
一
族
郎
黛
共
々
ガ
ザ
ン
の
断
固
た
る
決
意

の
前
に
殺
さ
れ
、
以
後
、

オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
の
こ
の
系
統
の
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
活
動
は
ほ
と
ん
ど
見
う
け
ら
れ
な
い
。

8
イ
ル
ド
ル
キ
ン
部
族
日
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
活
躍
し
、
「
ホ
ラ
サ
ン
の
カ
ラ
ウ
ナ
ス
寓
人
隊
」
の
寓
人
隊
長
と
な
っ
た
回
目
ロ
含
-
田
正
同

n
E

は
ア
フ
マ
ッ
ド
汗
と
諸
王
ア
ル
グ
ン
と
が
争
っ
た
時
、

ア
ル
グ
ン
の
協
力
要
請
を
受
け
た
が
、
前
約
に
反
し
て
協
力
し
な
か
っ
た
た
め
、

ア
ル

グ
ン
汗
の
即
位
後
へ
ラ
l
ト
で
殺
さ
れ
た
。

マ
ン
グ
汗
擁
立
に
壷
力
し
た
宮
ロ
ロ
-

W
削
印
刷
同
〔
忙
寄
撒
見
〕
の
子
国
宮
内
目
白
色
円

z
s
g
は
フ
ラ
グ
の
西
ア
ジ
ア
遠
征
に
際
し
て
蔦
人
陵
長
と
し
て
同
行
し
、
ア
パ
カ
汗
時
代
の
シ
リ

ア
遠
征
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
息
子
の

P
官
自
由
宮
は
切
白
色
と
共
に
諸
王
ジ
-
占
シ
ュ
カ
l
プ
の
擁
立
を
計
重
し
て
慮
刑
さ

9
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
口
ギ
ご
グ
汗
残
後
の
ト
ゥ
ル
イ
統
と
オ
ゴ
タ
イ
統
の
汗
位
縫
承
争
い
に
際
し
、



れ
、
国
百
円
四
日
ρ
回
同
の
蔦
人
除
を
縫
承
し
て
い
た
別
の
息
子
出
仲
間
ヨ
骨
は
ガ
イ
ハ
ト
汗
時
代
の
末
、
諸
王
バ
イ
ド
の
擁
立
に
働
き
、
そ
の
後
パ
イ

ド
汗
と
諸
王
ガ
ザ
ン
と
が
争
っ
た
時
に
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
来
降
し
た
。
ロ
件
目
白
骨
に
閲
す
る
そ
の
後
の
記
事
は
な
い
が
、
彼
の
兄
弟
の

ω
E・

-者向

p
ロ
σ
2削
が
一
二
九
七
年

Z
同
骨
骨
の
一
一
族
が
滅
.
ほ
さ
れ
た
時
に
慮
刑
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、

ジ
ャ
ラ
イ
ル

部
族
の

こ
の
系
統
の
活
動
は
全
く
見
う
け
ら
れ
な
い
。

m
コ
ン
ゴ
タ
ン
部
族
口
一
言
問
ロ
E
F
F
E宮
〔
蒙
力
克
額
赤
格
〕
の
後
育
、
高
人
陵
長
、
H
，
E
とロ

J
E
H
m
E
n
E
は
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
巴
巴
白
骨

同
様
ガ
イ
ハ
ト
汗
時
代
の
末
、
諸
王
バ
イ
ド
の
擁
立
に
働
き
、
バ
イ
ド
汗
に
従
っ
て
い
た
が
、
諸
王
ガ
ザ

ン
と
封
立
し
て
杖
刑
に
鹿
さ
れ
ホ
ラ

サ
ン
に
選
ら
れ
た
。
こ
れ
以
後
こ
の
部
族
出
身
者
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

，

日
ウ
リ
ャ
ン
カ
ン
部
族

L
白
百
伺

〔
者
勅
箆
〕

の
後
育
、
千
人
隊
長

Z
即
日
ロ
〉
]MB包
は
ガ
イ
ハ
ト
汗
の
即
位
後
、
一
時
ア
ル

ラ
ト
部
族
の

叶ロ
W
包
の
軍
隊
を
受
け
つ
い
だ
が
、
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
息
子
の

ω
R
E叫
が
叶
同
日
内
包
と
共
に
諸
王
ア
ル
ス

ラ
ン
の
叛
範
に
加
わ
り
島
刑
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
こ
の
部
族
出
身
者
で
行
動
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
一
コ
二
九
年
、
後
述
す
る
H
H
H

旦
E
-
D
P

E
Z
E
の
奴
凱
の
際
、
叛
軍
に
加
わ
っ
て
慮
刑
さ
れ
た
千
人
隊
長

P
R自
E
の
E

Zロ
の
み
で
あ
る
。
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ロ
ア
ル
ラ
ト
部
族

日一∞同門
n
E
〔
博
爾
北
〕
の
一
一
族
の
E
m
E同
削
円
切
口
N
5
m
は
わ
r
R
B
Z
Eロ
に
千
人
隊
長
と
し
て
同
行
し
、

日間

g
g
r
や
、
吋
房
副
戸
は
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後

四

r
z
s
z
v
の
子

白
』
削
ロ
は
切
白
色
の
諸
王
ジ

ュ
シ
ュ
カ
l
プ
擁
立
計
董
に
加
わ
っ
て
鹿
刑
さ
れ
、
叶
ロ

E-
一
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ン
に
本
援
を
お
き
な
が
ら
ア
パ
カ
汗
殻
後
の
政
争
に
加
わ
っ
て
寓

一
族
の

切
同
庁

人
隊
長
、
と
な
り
、

ガ
ザ
ン
汗
卸
位
後
の

一
二
九
六
年
、
諸
王
ア
ル
ス
ラ
ン
の
叛
範
の
首
謀
者
と
し
て
慮
刑
さ
れ
た
。
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍

政
府
」
起
源
の
軍
隊
を
支
配
す
る
古
参
の
ア
ミ
l
ル
吋
停
包
の
慮
刑
後
四
阿
吋
口
宮
の
後
背
達
、

一
族
達
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

日
オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
二
宮
呂
宮
田
宮
〔
忽
都
合
別
乞
〕
の
孫
∞

E
削
広
告
白
同
は
フ
ラ
グ
汗
の
時
代
に
蔦
人
陵
を
支
配
し
、
息
子
同

2H吋
の
骨

WE-
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孫
の
吋
同

HA訟
の
凶
H
Eロ
へ
と
受
け
つ
が
れ
た
。
吋
R
A削
同
の
同
長
官
は
一
二
九
五
年
、
諸
王
ガ
ザ
ン
と
パ
イ
ド
汗
と
が
樹
立
し
た
時
、
息
子

い
く
つ
か
の
千
人
陵
共
々

シ
リ
ア
を
経
て
マ
ム
ル

l
一
ク
朝
に
逃

の
岡
山
}
早
出
回
与
注
目
と
共
に
パ
イ
ド
汗
に
つ
き
、

ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、
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亡
し
た
。
以
後
、

オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
の
こ
の
系
統
の
活
動
は
見
あ
た
ら
な
い
。

U
ケ
レ
イ
ト
部
族
υ

『
集
史
』
「
ア
フ
マ
ッ
ド
汗
本
紀
」
世
系
表
そ
の
他
に
名
が
見
う
け
ら
れ
る
寓
人
隊
長

ω
2ロ
の
孫
。
r官
官
は
ガ
ザ

ン
汗
の
即
位
後
、
諸
王
ア
ル
ス
ラ
ン
の
叛
範
に
加
わ
っ
て
慮
刑
さ
れ
た
。
こ
の
飽
以
後
の
『削

N
E
の
叔
父

ω
E缶
を
は
じ
め
回

zm
の
一
族

の
活
動
は
全
く
見
う
け
ら
れ
ず
、
回
ロ
包
の
蔦
人
像
は
解
睦
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
ス
ュ
l
ト
部
族
日
千
人
隊
長
吋
刊
日
邑
削
同
〔
帖
木
迭
見
〕
の
後
育
切

E
仏
包
〉

W
Z削
口
宮
は
ア
パ
カ
汗
残
後
の
政
争
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
最

後
は
バ
イ
ド
汗
の
も
と
を
離
れ
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
た
が
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
は
全
く
知
ら
れ
て
い

:
、
。

必
恥
H

・
L
V日
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
日
古
く
か
ら
ル
ム
方
面
に
駐
屯
し
て
い
た
吋
自
旨
の
息
子
切
包
呂
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、
召
喚
命
令
に
麿
じ
な
い

と
い
う
理
由
で
追
討
寧
を
指
し
向
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
。

汀
ジ
ャ
ラ
イ

ル
部
族

口一

Z
Z同
町
同
号
制
ロ
}
円
〔
木
華
梨
園
王
〕

の
後
育
、
千
人
陵
長
討

E
R
は
ア
バ
カ
汗
が
捜
し
た
直
後
、

叶

c
m
r
r
E
H
W

-142一

D
E
n
r白

ρz-と
共
に
親
ア
ル
グ

ン
振
の
主
要
人
物
と
し
て
名
、が
事
げ
ら
れ
て
い
る
が
ア
ル
グ
ン
汗
の
即
位
後
の
行
動
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
冨

2
丘
四
の
後
育
遠
の
具
盟
的
な
活
動
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

同
そ
の
他
口
ウ
イ
グ
ル
、
カ
ル
ル
ク
等
か
ら
な
る
の
F
R
B倒
的
冨
ロ

遠
征
軍
の
「
第
三
高
人
陵
」
の
長
冨
曲
目
持
∞

E
V
の
息
子
で
蔦
人
隊
を

受
け
つ
い
だ
国
広
円
四
日
〕

2
は
罪
を
得
て
〉
同
m
r
E
〉
色
の
手
で
慮
刑
さ
れ
、
彼
の
後
を
継
い
だ
兄
弟
の

ω色
町
切
符
も
フ
ラ
グ
汗
時
代
の

シ
リ
ア
作
戦
に
お
け
る
敗
走
の
責
任
を
問
わ
れ
て
慮
刑
さ
れ
、
そ
の
軍
隊
は
解
位
さ
れ
た
。
ま
た
、
オ
ン
グ
l
ト
部
族、

ア
ダ

一
二
六
O
年、

フ
l
シ
ン
部
族
、
パ
ル
ラ
ス
部
族
出
身
者
の
行
動
も
ご
く
断
片
的
な
記
事
中
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
部
族
の
ガ
ザ
ン

汗
時
代
以
降
の
活
動
は
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
。
。
r
R
B倒的
V
ロ
ロ
に
従
っ
て
イ
ラ
ン
に
や

っ
て
き
た
マ

ン
グ
ト
部
族

の

宮
ロロ}向田

D
弘
首

〔蒙
可

ル
キ
ン
部
族
、

合
動
札
〕
の
子
宮
己
官
同
心
乱
首
の
後
富
岡
達
の
活
動
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。



以
上
、
本
一
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ア
パ
カ
汗
硯
後
の
政
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
を
中
心
と
す
る
諸
部
族
の
軍
隊
は、

西
方
出
先
機
関
起
源
の
も
の
も
、

フ
ラ
グ
遠
征
軍
起
源
の
も
の
も
、

ガ
ザ
ン
汗
に
討
た
れ
て
解
睦
さ
れ
、
後
代
ま
で
及
ん
で
い
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
無
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
本
論
で
は
詳
し
く
は
崩
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
ガ
ザ
ン
汗
の
封
立
勢
力
討
滅
活
動
の
過
程
で
、
諸
部

族
の
ア
ミ
I
ル
蓮
と
結
ん
で
汗
位
を
望
み
う
る
有
力
な
諸
王
達
ーも
ガ
ザ
ン
汗
の
後
継
者
で
あ
る
弟
の
ハ
ル
バ
ン
ダ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
穂
て
滅
ぼ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
、
建
園
時
以
来
の
諸
部
族
の
軍
隊
を
解
陸
、
改
易
し
た
後
に
成
立
し
た
ガ
ザ
ン
汗
政
権
の
中
核
は
い
か
な
る
者
達
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
整
理
し
、

ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
核
の
ア
ミ
l
ル
達
や
そ
の
後
背
達
、

一
族
蓮
の
ガ
ザ
ン
汗
窺
後
の
朕
況
を
見
て
い
こ

ぅ
。
ガ
ザ

γ
汗
政
権
中
接
の
ア
ミ

1
ル
達
の
う
ち
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
諸
王
ガ
ザ
ン
に
従
っ
て
き
た
者
達
と、

ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
い
て
、

ホ

ラ
サ
ン
か
ら
準
軍
し
て
き
た
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
て
仕
え
た
者
達
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
章

ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
援
の
ア
ミ
ー
ル
達

-143ー

第
一
節

諸
王
ガ
ザ
ン
と
共
に
ホ
ラ
サ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
進
軍
し
'て
き
た
者
達

一
二
八
九
年

Z曲
R
E
の
叛
凱
時
か
ら
ガ
ザ
ン
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン

に
準
草
し
て
汗
位
に
つ
き
、
劃
立
勢
力
討
滅
活
動
を
遂
行
し
て
い
っ
た
問
、
東
奔
西
走
し
て
働
き
、
ガ
ザ
ン
汗
政
権
随
一
の
有
力
高
人
陵
長
と

-
マ
ン
グ
ト
部
族
い
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
た
諸
王
ガ
ザ
ン
を
助
け
、

な
っ
た
わ
E
F
m
r
ω
z
r
は
千
人
隊
長
』
包
包
〔
者
台
〕

za可
制
ロ
の
孫
で
、
古
く
か
ら
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
て
ア
パ
カ
汗
の
子
、

諸
王
ア

ル
グ

ン
や
そ
の
子
ガ
ザ
ン
に
仕
え
て
い
た
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
で
あ
っ
た
。

一
二
七
四
年
、

ガ
ザ
ン
三
歳
の
時
に
そ
の
身
漫
に
い
た
こ
と
が

709 

D
E
E
m
r岳
与
の
兄
弟
達
、
一
族
達
も
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、

高
人
陵
長
、
千
人
隊
長
と
し
て
政
権
の
中
援
を
構
成
し
た
。

P
5
Eぬ
z
z
r
の
父
宮
田
ロ
盟
主
創
刊
は
「
部
族
考
」
中
に
「
マ
ン
グ
ト
部
族
の
千
人
像
長
」
と
あ
る
の
み
で
具
盤
的
な
行
動
は
史
料
中
に
は
見

知
ら
れ
て
い
る
。
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フ
ラ
グ
の
遠
征
に
同
行
し
、
建
国
首
初
か
ら
ホ
ラ
サ

ン
に
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

Z
2
2
E巴
の
兄
弟
で

P
E
E
-

mr∞
E
V
の
叔
父

国
己
包
E
D
R
n
Z
は
ア
パ
カ
汗
時
代
に
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
首
門
人
像
」

の
第
三
代
首
門
人
陵
長
と
な
り
、
二
人
の
息
子
は
ガ

う
け
ら
れ
な
い
が
、

ザ
ン
汗
時
代
、
箭
筒
土
公
ロ
円
岳
山
)
、
主
馬
頭
公
r
Z削nyH
〉
と
し
て
ガ
ザ
ン
汗
に
仕
え
た
。

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
繍
く
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め

ρ
己
E
m
z
z
r
は
や
は
り
有
力
で
、
ア

ミ
l
ル
筆
頭
に
列
さ
れ
、
息
子
の

D同
h

H

削と

2
が
二
十
位
に
列
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
三

O
七
年
、
ギ
l
ラ
l
ン
征
討
作
戦
の
中
で

D
E
E
m四日嵐
広
F

は
戦
死

し、

彼
の
息
子
で
千

人
隊
長
の

ω
E
E旦
日
も
敗
戦
責
任
追
求
の
ク
リ
ル
タ
イ
に
お
い
て
罪
を
問
わ
れ
、

長
期
間
に
わ
た
る
父
の
功
績
に
よ
り
死
一

等
を
減
ぜ
ら
れ

て
杖
刑
に
慮
さ
れ
る
に
留
っ
た
が
、

D
E
E
m
z
z
r
の
寓
人
除
の
支
配
権
は
後
述
す
る
ス
ル
ド
ス
部
族
の

の

Z
Zロ
の
手
に
移
っ
た
。

時
以
後
、

こ
の

マ
ン
グ
ト
部
族
の
イ
ル
汗
園
史
上
に
お
け
る
大
き
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
見
う
け
ら
れ
な
く
な
り
、
第
二
十
位
に
列
さ
れ
て
い
た
息
子

の
心
胆
吋
削
ロ
』

2
の
具
鐙
的
な
行
動
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
、
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の

一
一
一
二
三
年
、
ホ
ラ
サ
ン
に
向
っ
た
オ
ル

ジ
ャ
イ
ト
汗
の
息
子
諸
王
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
に
同
行
し
た
者
達
の
中
に

D
E
E
m
z
z
y
の
息
子

ω
m
D己
E
m
r
の
名
が
見
え
る
の
と、

-144ー

。
ア
プ
l

・
サ
イ
ド
汗
時
代
及
び
彼
の
残
後
の
政
争
を
述
べ
た
記
事
中
に
、
別
の
息
子

何
事
包
由
E
r
や

γ
E
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ン
及
び
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
方
面
に
い
た
こ
と
が
全
く
断
片
的
に
停
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

2
パ
ル
ク
ト
部
族

日
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の

D
包
削
ロ
〔
合
呑
安
〕
の
後
育
で
、

ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
ガ
ザ

ン
に
従
っ
て
活
躍
し
、

ガ
ザ
ン

汗

の
即
位
後
に
高
人
隊
長
と
な
っ
た

ω虫
色

g
u
y
の
祖
父

甘
V
m
r
g
は、

ガ
ザ
ン
の
父
で
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
た
諸
王
ア
ル
グ
ン
の
師
父

(
曲
節
目

uor〉
で
あ
り
、
∞
倒
神
田
戸
田
阿
佐
の
父
切
回
目
】
m
E
は
ア

ル
グ
ン
の
乳
兄
弟

(
E
g
r
e
Z
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

ω削
g
-
B
U
Y
は
祖
父
、
父

が
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
お
い
て
諸
王
ア
ル
グ
ン
に
「
師
父
」
、
「
乳
兄
弟
」
と
し
て
仕
え
、

ア
ル
グ
ン
、

ガ
ザ
ン
親
子
と
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
の
に
引
き
繍
い
て
、

ア
ル
グ
ン
の
即
位
後
も
ホ
ラ
サ

ン
地
方
で
息
子
の
カ
ザ

ン
に
仕
え
て
い
た
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア

ミ
l
ル

で
あ
っ

た
わ

け
で
あ
る

o
E
s
g
z
r
が

ご
ニ
O
一
年
、
第
二
回
シ
リ
ア
作
戦
の
途
中
に
現
し
た
後
は
、
彼
の
妻
を
襲
っ
た
甥
の

吋
a
r
m
の
白
井
削
ロ
の
活

動
が
断
片
的
に
知
れ
る
の
み
で
バ
ル
ク
ト
部
族
出
身
者
の
大
き
な
活
躍
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。



3
ウ
リ
ャ
ン
カ
ン
部
族
日

ω同
宮
包
〔
速
不
台
〕
回
岳
包
日
の
後
育
達
、

一
一
族
達
は
フ
ラ
グ
に
同
行
し
て
き
た
関
白

E
ロ
w包
の
子
、

高
人
陵

長
国
民
官
包
ロ
を
中
心
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
を
本
擦
と
し
て
い
た
が
、

一
族
の
者
達
の
う
ち、

の
オ
ル
ド
で
養
育
し
た
大
切
己
mr削
ロ
関
『
削
呂
ロ
の
オ
ル
ド
長
や
家
の
子
達
は
、

一
二
七
九
年
、

ア
パ
カ
汗
の
妃
で
幼
少
時
代
の
ガ
ザ

ン
を
己

ア
バ
カ
汗
が
東
南
港
境
に
侵
寵
す
る
カ
ラ

ウ

ナ
ス
征
討
の
た
め
出
軍
し
た
時
彼
女
に
同
行
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
ア
パ
カ
汗
が
ハ
マ

ダ
ン
地
方
で
捜
し
、
大
切
己

m
g口
問

E
Bロ
が
ホ
ラ

サ
ン
地
方
に
い
た
息
子
ア

ル
グ

ン
の
妃
と
な
る
と
、
嘗
地
で
ア

ル
グ
ン
、
ガ
ザ
ン
親
子
に
仕
え
、

一
二
八
四
年
、

ア
ル
グ
ン
が
汗
位
に
つ
く
た

め
大
切
巳

m
Eロ
何
百
件
ロ
ロ
共
々
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
向

っ
た
後
も
引
き
繍
い
て
ガ
ザ

ン
に
仕
え
た
。
こ
の
よ
う
な
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ

ー
ル
と
し
て
同
日

E
ロ
w包
の
甥
凶
岳
ゲ
白
色
・

ωロ
宮
訟
の
孫

P
E
r
m
r
w
v
d司
副
予
関
口
ロ
〕
曲
目
♂

¥一
族
の
切
削
冒
と
削
円
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
二
九
五
年
、
諸
王
ガ
ザ
ン
が
パ
イ
ド
汗
と
針
決
す
る
た
め
に

ア
ゼ

ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
進
軍
し
た
時
に
彼
等
も
同
行
し
、
パ
イ
ド
汗
の
も
と
を

い
ち
早
く
離
れ
て
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
来
降
し
て
き
た
高
人
陵
長
田

mwzgmロ
等
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
留

っ
て
い
た

一
族
と
ム
同
盟
し
た
。
ガ

ザ
ン
汗
時
代

ωロ
宮
包
の
後
務
、
一
族
で
活
躍
し
た
の
は

ωロ
宮
訟
の
孫
-
寓
人
陵
長

ロ
切
倒
的
B
U
F
と
ホ
ラ
サ
ン
以
来
の
子
飼
い
の
ア
ミ

l

ル
切
削
習
と
月
の
二
名
で
あ
り
、
切
削
ヨ
ロ
』
削
吋
は
ル
ム
の
有
力
ア
ミ
l
ル
と
な
っ
た
が
、
一
二
九
八
年
、
叛
範
を
起
し
た

ω己同
HHHUr
に
殺
さ
れ

た
。
ロ
切
削
回
日
目
田
町
の
名
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
直
後
に
は
じ
め
て
史
料
中
に
見
ら
れ
る
が
、

も
と
は
ホ
ラ
サ

ン
の
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
い
て
、

フ
ラ
グ
の
遠
征
時
に
父
開
停
削
ロ
}
内
包
に
同
行
し
て
き
た
高
齢
の
高
人
陵
長
国
間

5
2
E
に
代
っ
て
ウ
リ

ャ
ン
カ
ン
部

-145-

ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、

族
の
宮
内
人
隊
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
切
削
曲
目
U
V
は
オ
ル
ジ
ャ

イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め
、
ア
ミ

1
ル
第
十
四
位
に
列

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
引
き
繍
き
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
そ
の
具
睦
的
活
動
は
全
く
停
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

ωロ
宮
削
同
の

さ
れ
、

後
育
達
、

一
族
達
の
ガ
ザ
ン
汗
団
法
後
の
目
立
っ
た
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。
僅
か
に
、

一
一
一
二
三
年
、

諸
王
ア
プ

l

・
サ
イ
l
ド
が
ホ
ラ
サ

ン
に
向
っ
た
時
、
ロ
切
削
m
g
u
v
の
子
吋

aE包
と
ロ
切
削
回
g
u
v
の
兄
弟
切
削
広

B
u
r
p
m
m
r
n
Z
の
子

宮
戸
官
g
B包
が

同
行
し
た
こ
と

711 

と
、
宮
口
官
B
B包
の
そ
の
後
の
行
動
が
断
片
的
に
俸
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

4
バ
ヤ
ウ
ト
部
族
日
ア
バ
カ
汗
の
妃
で
、
幼
少
時
代
の
ガ
ザ
ン
を
己
の
オ
ル
ド
で
養
育
し
、
後
、

ホ
ラ
サ

ン
地
方
で
ア
バ
カ
の
息
子
ア
ル
グ
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ン
汗
の
妃
と
な
っ
た
バ
ヤ
ウ
ト
部
族
出
身
の
大
切
己

m
Eロ
同

E
Zロ
の
一
族
の

Z
E削H
J

円削片側

E
n
E
と
そ
の
息
子
叶
2
2
8ロ
♂
と
∞

r
p

目
的

g
z
t
は
ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
幼
少
時
代
の
ガ
ザ
ン
に
仕
え
、

一
二
八
九
年
、

Z
Z創刊

JE円
相
四
百
円
冨
が

Z
曲
R
E
の
叛
飽
事
件
で
殺

さ
れ

た
後
も
息
子
達
は
ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
ガ
ザ
ン
を
助
け
て
活
躍
し
た
。
こ
れ
ら
ガ
ザ

γ
子
飼
い
の
ア
ミ

1
ル
達
の
う
ち
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後

叶
白
台
H
B
R
が
高
人
隊
長
、
〉
-myロ
が
親
衛
千
人
隊
長
と
な

っ
て
ホ
ラ
サ
ン
を
本
接
地
と
し
た
。
調
く
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
も
バ
ヤ
ウ
ト
部

族
の
ア
ミ
l
ル
達
は
ホ
ラ
サ
ン
に
あ
り
、
〉
-mrp
は
ア
ミ
l
ル
第
十
三
位
に
列
さ
れ
て
薦
人
陵
を
支
配
し
、
諸
王
ア
プ

1
・
サ
イ
l
ド
の
師
父

一
族
の
河
曲
目

Z
E
の

UHWE
が
ア
ミ

l
ル
第
十
九
位
に
列
さ
れ
た
。
〉

-
m
E
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
末
、
諸
王
ア
プ

1
・
サ

ア
ブ

1
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
-
初
期
ま
で
の
活
動
が
断
片
的
に
知
ら
れ
、
息
子
ロ
包

g
z
z
r
の
ア
プ

1
・
サ
イ
l
ド

と
な
り
、

イ
l
ド
の
師
父
と
な
り
、

汗
に
仕
え
て
の
活
動
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
プ

l
・
サ
イ

l
ド
汗
窺
後
の
諸
勢
力
の
抗
争
を
停
え
た
記
事
中
に
も

〉
-myロ
の
別
の
息

子

〉

3
2目
Z
V
の
名
が
見
う
け
ら
れ
る
。
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5
ク
イ
ン
タ
タ
l
ル
部
族
日
ク
ヒ
ス
タ

ン
の
軍
政
長
官
公

E
官
。
吋

R
Z削
目
の
子
宮
己
包
は
父
同
様
ク
ヒ
ス
タ
ン
を
本
接
地
と
し
、

八
九
年

Z
E
Z
N
の
叛
蹴
時
以
来
ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
カ
ザ
ン
に
仕
え
て
活
躍
し
た
こ
と
が
惇
え
ら
れ
て
い
る
。
冨
己
包
の

一
族

切

Z伽

心
同

HnE
は
ア
バ
カ
汗
時
代
の
末
、

ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
ガ
ザ
ン
の
父
、
諸
王
ア
ル
グ
ン
に
仕
え
て
お
り
、
宮
己
削
同
も

Z
由回同ロ
N

の
叛
凱
時
以
前

か
ら
ガ
ザ

ン
に
仕
え
て
い
た
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昌
巳
包
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、

高
人
隊
長
と
な
っ
て
重
要
作
戦

に
活
躍
し
た
が
、
繍
く
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
と
な
る
と
、
そ
の
初
期
に
ク
ヒ
ス
タ
ン
地
方
に
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
み
で
あ
る
。
冨
己
創
刊
の

後
育
の
イ
ル
汗
園
時
代
の
活
動
は
、
二
人
の
息
子
河

5
g
g
と

出

E
E
H自
由
同
が
二
ニ
二
二
年
、
諸
王
ア
プ

l
・
サ
イ
l
ド
に
従
っ
て
ホ

ラ
サ

ア
プ
l

・
サ
イ

I
ド
汗
の
回
以
後
に
も
彼
の
別
の
息
子
R

〉
σ円
E
Z
F
や
そ
の
子

ω虫
色

HEm-H

γ
に
出
か
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、

回目
W

が
ク
ヒ
ス
タ
ン
に
接
っ
て
い
た
こ
と
が
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
己
包
の
一

族、

ωgM削
m
g
H
Z
S削
ロ
の
子
長

Eσ
は
ガ
ザ
ン

ア
プ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ
め
の
一
コ
二
九
年
、
【
同
門
ロ
旨
ロ
・

ρロ
H
B印
E
の
叛
凱
事
件
に
絡

汗
時
代
以
後
ル
ム
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、

ん
で
殺
さ
れ
た
。



6
ト
ト
カ
リ
ウ
ト
タ
タ
i
ル
部
族
ぃ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ

γ
--mγ
ミ
l
ル
鎮
守
府
」

第
四
代
高
人
隊
長
印
比
一

Z
S
E
の
子
と
邑
ロ
と

kr
E白「

【
憶
は
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
あ
っ
て
古
く
か
ら
諸
王
ガ
ザ
ン
を
助
け
て
行
動
し
、
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
〉
Z
n
E
は
か
つ
て
父
が
支
配
し
て
い
た

主
連
の
軍
隊
に
起
源
を
持
つ
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
高
人
除
」

の
第
五
代
寓
人
陵
長
と
な
り
、
分
散
し
て
い
た
タ
タ
l
ル
部
衆
を
も
合
せ
て
ホ
ラ

サ
ン
を
本
接
地
と
し
)
弟
の

KFE任
意
は
ル
ム
の
有
力
ア

ミ
1
ル
と
な
っ
た
。

、オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、
〉
】
注
目
の
子
回
呉
昌
仲
は
ア
ミ
ー

ル
第
十
五
位
に
列
さ
れ
、

父
の
後
を
受
け
て
ホ
ラ
サ
ン
の
有
力
高
人
陵
長
と
な
り
、
〉
古
田

vt
は
ア

ミ
1
ル
第
三
十
位
に
列
さ
れ
て
前
代
同
様

ル
ム
に
駐
屯
し
て
い
た
。
ア
ブ
l

・
サ
イ
]
ド
汗
時
代
以
降
は
両
者
と
も
次
第
に
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
に
劃
し
て
濁
立
的
傾
向
を
強
め
て
い

き
、
〉
古
田

r
t
は
一
一
一
一
一
九
年
、

E
ロ』円
H
H
-
P
R目
印
宮
の
叛
凱
事
件
の
際
に
叛
軍
側
に
つ
い
て
虚
刑
さ
れ
、
ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
ア
プ
I
・
サ

イ
l
ド
汗
に
叛
い
た
切
長
仲
間
げ
は
一
一
一
一
二

O
年
、
内
輪
も
め
の
中
で
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、

ω削
Z
Zロ
ユ
ロ
の
い
と
こ
で
、
デ
ィ
ア
ル
・

パ
ク
ル

方
面
に
い
た
り
骨
E
H
の
後
斎
叶
ZWHNも
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
千
人
陵
長
と
な
っ
た
が
具
瞳
的
な
行
動
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

7
オ
ロ
ナ
ル
部
族
一日
千
人
陵
長
田
包
包
(
E
F〕
叶
R
F
Eロ
の
後
務

ω邑削岡田
川
吋
R
W
Eロ
と

閃
rd『間同同
NBH
叶
R
W
Eロ
は
ホ
ラ
サ
ン
地
方

で
諸
王
ガ
ザ
ン
に
従
っ
て
活
躍
し
、

ω包
E
叶
R
W
V
E
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、

東
南
港
境
軍
司
令
官
と
な

っ
て
ケ
ル
マ
シ
、

フ
ァ

ー
ル
ス

方
面
に
駐
屯
し
た
。
ま
た
、
千
人
陵
長

D
U
E
S
〔
乞
失
里
克
〕
の
後
育
、
千
人
隊
長
〉
m
z
g
H
吋
mwHWEロ
は
ガ
ザ

シ
汗
時
代
、

シ
リ
ア
遠
征

時
の
敗
戦
責
任
を
関
わ
れ
て
慮
刑
さ
れ
た
。
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
降
の
オ
ロ
ナ
ル
部
族
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ア
プ
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1
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ
め
の
関
}
石
町
民
自
問
、
H，

R
W
V
E
の
行
動
が
断
片
的
に
知
れ
る
の
み
で
あ
る
。

8
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
一
回
凶
釘
〔
巴
刺
祉
見
必
〕
の
後
車
問

Z
ロH
M
ロ
〉
包
は
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
に

Z
包
H
E
N

の
叛
飢
に
劃
す
る
援
軍
と
し
て
ホ

ラ
サ
ン
に
涯
遣
さ
れ
て
以
後
、
諸
王
ガ
ザ
ン
を
助
け
て
活
躍
し
、
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
に
北
方
法
境
軍
司
令
官
と
な
っ
て
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
末

年
に
閣
は
し
た
。
息
子
の
切
削
丘
日
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め
ア
ミ

I
ル
第
二
十
一
位
に
列
さ
れ
た
が
、
具
韓
的
な
行
動
は
停
え
ら
れ

て
い
な
い
。
別
の
息
子

Z
日
宵
官
は
才
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
一

一ニ

一
一
一
一
年
、
諸
王
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
に
同
行
し
て
ホ
ラ
サ
ン
に
行
き、

ア

E 

n~ 

プ
1
・
サ
イ
l
ド
汗
即
位
後
の
活
動
も
惇
え
ら
れ
て
い
る
。

Z
同
町
宮
の
息
子
、ω五
叶
間
百
四
『
岱
は
ア
プ
1
・
サ
イ
l
ド
汗
残
後
の
諸
勢
力
抗
争
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の
中
で
殺
さ
れ
、
以
後
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
こ
の
系
統
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

9
ナ
ク
ズ
部
族

日
千
人
隊
長
吋
ロ
m
y同己

〔
納
鳴
股
斡
哩
動
〕
の
後
奇

心
員
削
と
そ
の
息
子

ω見
出
は
ホ

ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
ガ
ザ
ン
に
従
っ

て

行
動
し
、

ガ
ザ
ン
汗
の
卸
位
後

ωロ
仲
間
同
は
千
人
隊
長
と
な
っ
た
。
繍
く
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め

ω日
包
は
ア
ミ

l
ル
第
十
位
に
列

さ
れ
て
デ
ィ
ア
ル
・
パ
ク
ル
の
支
配
に
あ
た
り
、
ア
ブ

I
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
に
も
嘗
地
に
あ
っ
て
回
同
円
三
宮

-
P
R
B
m
E
の
叛
凱
や
、

n
z
r
E

の
叛
凱
に
際
し
て
は
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
駆
け
つ
け
て
ア
ブ

1
・
サ
イ
l
ド
汗
に
協
力
し
た
。
彼
の
息
子
吋
ロ
∞
富
山
や
む
回
同
制
冨
ロ
官
ヨ
ヨ
包

の
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
活
動
及
び
、
別
の
息
子

E
H削
Z
B印
E
Y
や
吋
己
m
y創
刊
の
子

・〉
E
Z
Z
F
の
ア
プ

l
・
サ
イ
ド
汗
残
後
の
行
動

も
知
ら
れ
て
い
る
。

mジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族

υ
Cロ
}
内
同
町
削
ロ

(
王
竿
〉
の
も
と
か
ら
チ

ン
ギ
ス
汗
の
妻

切
符
件
何
回
り
旦

E
を
連
れ
蹄
っ
た

ω削
切
削
の
子

ω
R
SA
は
ホ

ラ
サ
ン
、

マ
ザ
ン
ダ
ラ
ン
に
お
い
て
諸
王
ア
ル
グ
ン
の
幼
少
時
代
に
そ
の
オ
ル
ド
長
を
務
め
た
が
、
息
子
の

ρ削
n
Z
H
も
ホ
ラ
サ

ン
地
方
で

ア
ル
グ
ン
の
子
、
諸
王
ガ
ザ
ン
に
仕
え
、

ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
「
第
一
寓
人
除
」
起
源
の
千
人
隊
を
輿

-148ー

え
ら
れ
た
。
彼
及
び
そ
の
後
育
達
の
具
鐙
的
な
活
動
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
節

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
来
降
し
て
ガ
ザ
ン
汗
政
権
に
組
み
込
ま
れ
た
者
達

ー
ス
ル
ド
ス
部
族

一
一
二
九
五
年
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ぷ
ャ
ン
に
準
箪
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ

ン
の
も
と
に
来
降
し
た
の
『
己
》
一
官
ーは

一
二
七
七
年
、

マ
ム
ル

1
ク
朝
の
バ
イ
バ
ル
ス
の
急
襲
に
よ
り
ル
ム
で
戦
死
し
た
商
人
隊
長

吋
E
E
Gロ円
m
Y
E
P
-
g
鋲
見
牢
失
剰
の
曾
孫
〕
の

孫
で
あ
り
、

ガ
ザ
ン
汗
の
封
立
勢
力
討
滅
活
動
に
活
躍
し
、
シ
リ
ア
遠
征
時
に
は
高
人
隊
長
と
し
て
功
を
立
て
た
。
吋
包
宮
の
兄
弟
で
、

ラ
グ
汗
時
代
か
ら
の
古
参
の
ア
ミ
ハ川
ル

C
H削
巴
白
骨

E
削
n
E
は
古
く
か
ら
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
あ
っ
て
諸
王
ガ
ザ
ン
に
仕
え
て
活
動
し
た
が
、

ガ
ザ
ン
汗
即
位
後
の
行
動
は
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
。
高
齢
の
巴

H凶
畳
出
回

H
E臥
n
E
の
後
を
う
け
、
来
降
し
て
功
を
立
て
た
の

E
Zロ
が
ス
ル

ド
ス
部
族
の
寓
人
隊
を
支
配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
叶
包
削
ロ
や

C
H削
己
目
白
円

E
削
n
E
の
兄
弟
で
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
時
以
来
活
躍
し
た
有
力 フ



ア
ミ

L
ル

ω町
民
』

g
'Z弓
削
ロ
の
孫

JFHUS
も
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
シ
リ
ア
遠
征
の
際
、
高
人
陵
長
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
ガ
ザ
ン
汗
時
代、

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代

ス
ル
ド
ス
部
族
の
有
力
ア
ミ

l
ル
と
し
て
そ
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
の
V
見》
一削
ロ
と
吋
由
自
由
ロ
の
二
名
だ
が
、

以
降
は

nr忌
削
ロ

一
族
の
活
動
が
目
ざ
ま
し
い
。
の

E
Zロ
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め
ア

ミ
1
ル
第
二
位
に
列
さ
れ
、

一
三

O
七

年
、
ギ
l
ラ
l
ン
征
討
戟
で
戦
死
し
た
ア
ミ
l
ル
筆
頭
の

D
E
E
m
z
z
r
の
高
人
陵
を
纏
承
し
て
さ
ら
に
強
力
に
な
り
、
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗

の
残
後
、
幼
少
の
ア
プ

I
・
サ
イ
l
ド
の
即
位
式
は
彼
を
中
心
に
暴
行
さ
れ
た
。
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
は
じ
め
の
一
コ
二
九
年
、
彼
に

反
援
し
た
・
グ
レ
イ
ト
部
族
の

E
旦
E
-
D司
自
由

Z
の
叛
飽
事
件
を
制
匪
し
た
後
は
の

E
Eロ
一
族
の
強
盛
は
決
定
的
と
な

っ
た
が
や
が
て
こ

の
強
盛
が
成
人
に
達
し
た
ア
プ

1
・
サ
イ

I
ド
と
の
劃
立
を
招
く
こ
と
と
な
り
、

聞
に
息
子
達
の
何
人
か
も
慮
刑
さ
れ
た
が
、
ス
ル
ド
ス
部
族
は
ま
だ
ま
だ
強
力
で
、
ア
プ

l
・
サ
イ

i
ド
汗
殻
後
の
諸
勢
力
抗
争
の
中
に
あ
っ

て
も
の
V
ロ
σ削
ロ
の
孫
司

2
8
同
frow-
冨
丘
停
〉
田
町
民
等
が
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
後
述
す
る
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の

二
二
二
七
年
。

E
Eロ
は

へ
ラ

l
ト
で
殺
さ
れ
た
。

こ
の

2
ケ
レ
イ
ト
部
族
二
ノ
フ
マ
ッ
ド
汗
と
諸
王
ア
ル
グ

ン
の
汗
位
繕
承
争
い
の
中
で
暗
殺
さ
れ
た
ア
フ
マ

ッ
ド
汗
女
婿
の
有
力
ア
ミ

l
ル
‘
〉
ロ
'

-149一

司
5
巳
ロ
の
ロ

H
W
E
の
後
膏
達
と
最
後
ま
で
昏
ゆ
っ
た
。

と
は
劉
立
す
る
立
場
に
あ
り
、
ア
パ
カ
汗
残
後
の
イ
ル
汗
園
宮
廷
を
め
ぐ
る
一
蓮
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
吋
ロ
何
百
岳
町

-
D
E
n
y
z
z
-
等

ア
ル
グ
ン
汗
の
殻
後
、
吋
ロ

m
g
n
E同
等
が
推
す
諸
王
パ
イ
ド
に
射
し
て
の
V
忌
削
ロ
と
共
に
諸
王
ガ
イ
ハ
ト
を

ロ
E
の
子

P
ロ
吋
包
印
宮
は
、

支
持
し
て
そ
の
即
位
に
貢
献
じ
た
。
そ
の
後
、
ガ
イ
ハ
ト
汗
が
諸
王
バ
イ
ド
に
倒
さ
れ
る
と
の
rロ
ゲ
宮
と
共
に
ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た

諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
は
千
人
陵
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
オ
ル
ジ
ャ

イ
ト
汗
時
代
に
も
彼
の
活
動
は
若
干
停
え
ら
れ

て
い
る
が
大
き
な
活
躍
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。
彼
は
ア
プ
l
・

サ
イ
l
ド
汗
時
代
の

一一一一

一
九
年
、
同
族
の

E
EE
と
共
に
反

n
E
Eロ
の

叛
範
一
を
お
こ
し
て
息
子
共
々
慮
刑
さ
れ
、
以
後
ケ
レ
イ
ト
部
族
の
こ
一の
系
統
の
活
動
は
見
ら
れ
な
い
。

3
ウ
イ
グ
ル
部
族
一
ガ
ザ
ン
汗
時
代
、

シ
リ
ア
遠
征
に
千
人
隊
長
と
し
て
加
わ
っ
た

Z
B
E貸
の
父
は
、

ア
バ
カ
汗
の
親
衛
兵
か
ら
ア
ル

715 

グ
ン
汗
の
側
近
と
な
っ
て
信
任
の
厚
か
っ
た

C
丘
2
3削
で
、
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
の
末
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
た
か
つ
て
の
同
僚
叶
ロ
∞

yrgH-
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C
E
n
E
S
E
-
等
に
殺
さ
れ
た
。
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
、
彼
の
封
立
勢
力
討
滅
活
動
や
シ
リ
ア
遠
征
に
活
躍
し
た
千
人
隊
長
司
口
一
包
官
苫
と
兄

弟
の

P
三
E
m
g
a削
は

C
丘
z

a削
の
甥
で
あ
り
、
ガ
ザ
ン
汗
時
代
シ
リ
ア
遠
征
に
加
わ
っ
た
吋
R
g
g
N
も
同
族
の
ア
ミ

1
ル
で
あ

っ
た。

こ
れ
ら

C
E
Eミ
削
の
一
族
が
一
連
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た

吋
品
冨
ロ
ゲ
削
H
-
P
E
n
r
z
σ
包

と
封
立
す
る
立
場
に
あ
っ
・
た
こ
と
は
疑
い
な

く
、
ウ
イ
グ
ル
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
が
ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
て
仕
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

Z
包
'

E
削同

が
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
支
配
し
た
千
人
隊
は
ウ
イ
グ
ル
、
カ
ル
ル

ク
を
主
睦
と
し
た

「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
の
「
第
三
高
人
陵
」

起
源
の
も
の
だ
が
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
タ
タ
l
ル
一
部
衆
が
集
め
ら
れ
て
再
編
成
さ
れ
た
と
同
援
に
、

フ
ラ
グ
汗
時
代
に
「
第
三
高
人
陵
」
が
解

盟
さ
れ
て
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
部
衆
が
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
集
め
ら
れ
、
彼
の
も
と
に
来
降
し
て
功
の
あ
っ
た

Z
自
E
削3
M
M
己削・

向
山
宮
可
制
・
心
ロ
HEmvρ
同

3
・
叶
白
H
B
S
N
等
ウ
イ
グ
ル
部
人
に
輿
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ミ
1

ル
第
十
八
位
、
十
七
位
、
十
六
位
に
列
さ
れ
て
い
る
が
司
己
削
企
担
当
の
ア
プ
l

・
サ
イ
I
ド
汗
時
代
は
じ
め
の
行
動
が
知
れ
る
以
外
、
彼
等

の
具
瞳
的
な
活
動
は
僅
か
に
し
か
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
。

-150ー

4
タ
ン
グ
l
ト
部
族
い
ガ
ザ
ソ
汗
時
代
に
千
人
隊
長
と
な

っ
た

叶ロ
mrHH-V
は
、
諸
王
ア
ル
グ
ン
と
ア
フ
マ

y

ド
汗
と
、
が
季
っ
た
時
ア
フ

マ
ッ
ド
側
に
つ
い
て
敗
れ
た
〉
古

ωロ
E
R
E
の
息
子
で
、
彼
は
叶
a
z
n
y削
P

D
ロロ
n
E急
包
と
は
封
立
す
る
立
場
に
あ
り
、
ア

ル
グ
ン

汗
の
硬
後
叶
ロ
my削n
V
削
円
等
が
諸
王
寺ハ

イ
ド
擁
立
を
計
重
し
た
時
に
諸
王
ガ
イ
ハ
ト
支
持
に
ま
わ
り
、
即
位
し
た
ガ
イ
ハ
ト
に
仕
え
た
。
ガ
イ
ハ

ト
汗
が
諸
王
パ
イ
ド
に
倒
さ
れ
る
に
及
び
、

ホ
ラ
サ

ン
か
ら
準
箪
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
て
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吋
cmr・

同日
-
V
の
オ
ル
ジ
ャ

イ
ト
汗
時
代
以
降
の
活
動
は
全
く
惇
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ア
ブ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ
め
息
子
の
の
r削
Ng
が

HHZUロ
-
Dロ
H
B印
宮
の
級
車
に
連
座
し
て
グ
ル
ジ
ス
タ
ン

で
慮
刑
さ
れ
た
後
、

タ
ン
グ
l
ト
部
人
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

5
ス
ニ
l
ト
部
族
日
「
親
衛
カ
ラ
ウ
ナ
ス
高
人
陵
」
の
第
二
代
高
人
隊
長

ω吉
富
山

Z
3宮
の
二
人
の
息
子

叶ロ
m
E日
と
〉
B
rと
E
は

諸
王
ア
ル
グ
ン
と
ア
フ
マ

y

ド
汗
と
が
争
っ
た
時
ア
フ
マ
ッ
ド
側
に
つ
き
、
以
後
、
彼
等

一
族
の
名
は
ガ
ザ
ン
汗
時
代
〉

S
E』
山
口
の
子
回
ロ
品
・

]
明
冨
と
そ
の
子
宮
HE--で
か
大
錯
官
。
&
n
r
c
と
し
て
仕
え
た
こ
と
が
知
れ
る
ま
で
全
く
史
料
中
に
見
う
け
ら
れ
な
い
。
政
争
に
敗
退
し
て



ア
ル
グ
ン
汗
時
代
以
降
振
わ
な
か
っ
た

ω智
正
問
の
一
族
は
、

一
二
九
五
年
、
ホ
ラ
サ
ン
か
ら
準
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
て

仕
え
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
は
じ
め
の
一
三

O
七
年
、
ギ
l
ラ
l
ン
征
討
戦
で
切
日
包
m
Z
の
子
】
田
町
民
が
戦

死
し
て
以
後
、
ス
ニ
l
ト
部
族
の
こ
の
系
統
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

シ
リ
ア
作
戦
で
戦
死
し
た
ナ
イ
マ
ン
部
族
の
同
1
Z
A削

Z
S削
ロ
の
子

ω己
芯
ロ

J
F明
白
日
は

ガ
ザ
ン
汗
時
代
、
千
人
陵
長
と
し
て
シ
リ
ア
遠
征
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
行
動
は
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代

ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ
め
敵
軍
に
殺
さ
れ
た
。
ガ
ザ

5
そ
の
他
日
フ
ラ
グ
汗
時
代
の
一
二
六

O
年、

は
じ
め
ア
ミ

1
ル
第
十
二
位
に
列
さ
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
駐
屯
し
た
が
、

ン
汗
に
宿
管
官

G
E
n
y
c
と
し
て
仕
え
た
コ
ル
ラ
ウ
ト
部
族
の
冨
削

N
E
J
E同
R
E
の
一
族
は
フ
ラ
グ
汗
時
代
以
来
、
宿
管
官
と
し
て
e

歴
代

イ
ル
汗
に
仕
え
た
が
、
宮
削

N
E
J
E
H
R
E
が
ガ
ザ
ソ
汗
に
仕
え
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ガ
ザ

γ
汗
に
飲
鰭
官
公

reEnyH〉
と
し
て
仕
え
た

サ
ル
ジ
ウ
ト
部
族
の
冨

5
曲
目

B
g
ω
百
包
ロ
n
E
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
親
衛
百
人
隊
長
、
ド
ル
パ
ン
部
族
の
∞
司
-

E
切
目
同
n
Z
の
子
司
己
包
の

r
z
g
E
r
は
ア
ル
グ
ン
汗
時
代
に
元
朝
か
ら
イ
ラ
ソ
に
来
て
以
来
、
一
連
の
政
争
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
、

ア
ル
グ
ン
汗
、
ガ
イ
ハ
ト
汗
、
パ
イ
ド
汗
、
ガ
ザ
ン
汗
、
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
五
君
に
仕
え
、
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
は
高
人
陵
長
と
な
り
、
オ
ル

ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
は
じ
め
に
は
ア
ミ
l
ル
第
三
位
に
列
さ
れ
た
。
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
彼
の
行
動
は
、

戦
の
際
に
奥
魯
公
開
7
5
G
〉
の
長
を
務
め
た
こ
と
が
知
れ
る
の
み
で
あ
り
、

-151-

一
三

O
七
年
ギ
l
ラ
l
y
征
討

一
コ
二
二
年
、
彼
が
残
し
た
後
そ
の
後
志
向
の
活
動
は
知
ら
れ
て
い

:
、
。

ゅ
ん
・
hv

第
三
節

ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
核
の
ア
ミ

1
ル
達
と
そ
の
一
族
達
の
ガ
ザ
ン
汗
硯
後
の
朕
況

第
一
節
、
第
二
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
進
軍
し
て
汗
位
に
つ
い
た
ガ
ザ
ン
汗
が
、
建
園
時
以
来

ル
ム
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ン
等
に
擦
っ
て
い
た
諸
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
や
諸
王
達
を
徹
底
的
に
討
っ
て
そ
の
箪
陵
を
解
盤
、

ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
、

717 

改
易
し
た
後
の
ガ
ザ

γ
汗
政
権
を
構
成
し
た
の
は
、

一
、
ガ
ザ
ン
汗
が
幼
少
時
代
を
過
し
た
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
お
い
て
、
父
、
諸
王
ア
ル
グ
ン
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に
、
「
側
近
の
ア

ミ
l
ル
」
、
「
師
父
」
、
「
乳
兄
弟
」
、
「
オ
ル
ド
長
」
と
し
て
仕
え
て
い
た
者
達
の
後
藷
や

一
族
達
で
、
ガ
ザ
ン
の
幼
少
時
代
か
ら

そ
の
身
迭
に
あ
っ
た
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
。
二
、
幼
少
時
代
の
ガ
ザ
ン
を
己
の
オ
ル
ド
で
養
育
し
た
パ
ヤ
ウ
ト
部
族
の
大
切
己
何
百
ロ
同

E
Zロ

の
一
族
の
者
達
や
、
大
切
己
m
r
E
H
Q削
呂
ロ
に
「
オ
ル
ド
長
」
、
「
家
の
子
」
と
し
て
仕
え
、
幼
少
時
代
か
ら
ガ
ザ
ン

の
身
過
に
あ
っ
た
子
飼

い
の
ア
ミ
l
ル
。
三、

ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
達
の
一
族
で
、
諸
王
ガ
ザ
ン
が
バ
イ
ド
汗
と
封
立
し
て
ホ
ラ
サ
ン
に
進
軍
し
て
き
た
時
に

ア
パ
カ
汗
硯
後
の
一
連
の
政
争
の
過
程
で
一
族
の
有
力
者
が
殺
さ
れ
、
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
叶

aza

五
、
元
朝
か
ら
来
て

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
投
じ
て
仕
え
た
ア
ミ
ー
ル
。

来
降
し
て
仕
え
た
ア
ミ
l
ル
。
四
、

n
E
H
-
D
E
n
E
G
g
-
と
封
立
し、

ア
ル
グ
ン
汗
以
下
歴
代
の
イ
ル
汗
に
仕
え
た
ド
ル
パ
ン
部
族
の
司
己
包
【
U
Y
E
F
内印刷ロ}同

等
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
「
蔦
人
陵
長
」
、
「
親
衛
千
人

陵
長
」
、
「
溢
境
防
備
軍
司
令
官
」
等
の
重
要
な
地
位
に
つ
い
て
イ
ル
汗
圏
各
地
の
支
配
に
あ
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
組
て
が
、

一
及
び
二
の
、
古

く
か
ら
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
た
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
諸
部
族
の
ア
ミ
I
ル
達
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
彼
等
の
他
に
若
干
の
来
降
者
達
を
中
堅
の
千

フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
従
っ
た
諸
部
族
軍
が
や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
征
服
地
に
居
つ
い
て
成
立
し
た
分
立
的
要
素
濃
厚
な
征
服
園
家
イ
ル
汗
園

は
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
達
を
中
核
に
若
干
の
来
降
者
達
を
中
堅
と
す
る
中
央
集
権
園
家
と
し
て
出
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

。，u
同

h
u

人
隊
長
と
し
て
ガ
ザ

γ
汗
政
権
が
成
立
し
た
。
こ
こ
に
イ
ル
汗
園
を
支
配
す
る
モ

ン
ゴ
ル
諸
部
族
の
構
成
は
大
き
く
獲
化
す
る
こ
と
に
な
り
、

ル
ム
に
お
け
る

ω己削
B
U
Y
の
叛
凱
を
鎮
定
し
て
封
立
勢
力
討
滅
活
動
を
完
了
し
た
後
僅
か
四
年
半
で
窺
し
、

政
権
は
以
前
か
ら
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
た
腹
違
い
の
弟
ハ
ル
パ
ン
ダ
に
ほ
ぼ
ス
ム
ー
ズ
に
継
承
さ
れ
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ

ガ
ザ
ン
汗
は
一
二
九
九
年
、

ャ
ン
に
移
っ
た
彼
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
と
し
て
即
位
し
た
。
ガ
ザ
ン
汗
政
権
の
中
援
を
構
成
し
た
高
人
隊
長
、
親
衛
千
人
陵
長
、

過
境
守
備
軍

司
令
官
、
千
人
隊
長
や
彼
等
の
一
族
達
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
即
位
に
よ
っ
て
そ
の
軍
隊
に
特
別
の
改
獲
を
受
け
る
こ
と
な
く
存
繍
し
た
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
一核
の
ア
ミ
l
ル
達
の
オ

ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、
及
び
そ
の
息
子
ア
プ
l

・
サ

イ
l
ド
汗
時
代
の
目
立
っ
た
活
動
は
あ
ま
り
見
う
け
ら
れ
な
い
。
ガ
ザ
ン
汗
が
間
在
し
て
聞
も
な
い
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
の
ご
く
初
期
の
ア
ミ

ー
ル
序
列
二
十
五
位
中
、
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
で
そ
の
名
が
見
え
る
者
達
を
拳
げ
る
と
、
ガ
ザ
ン
汗
政
権
障
一
の
有
力
高
人
隊
長

D
E
'



z
m
z
z
r
の
筆
頭
が
目
立
つ
が
、
彼
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
-初
期
U
一
一
一
一

O
七
年
4

ギ
1
ラ
l
ン
征
討
作
戦
中
に
戦
死
し
、

寓
人
陵
の
支

配
擢
は
第
三
位
の
の

E
Zロ
の
手
に
移

っ
て
い
る
。

D
E
E
m
z
g
v
の
他
ー
は
ガ
ザ

ン
汗
時
代
の
千
人
隊
長

ω
g割
削
(
十
位
)
、
親
衛
千
人
陵
長

官
m
E
(十
三
位
)
、
高
人
陵
長
口
一
切
削
印

B
z
r
(十
四
位
)
、

高
人
陵
長
匡
包
同

一の
子
∞
呉
昌
け
(
十
五
位
〉
、

M
C
m
E
の
一
族
何
回
目
器
官

。
同
長
官
(
十
九
位
)
、
ル
ム
遁
境
軍
司
令
官
〉
宮
田

E
削
〈
二
十
位
〉
、

一高
人
陵
長

D
E
E
M刷
Z
E
Y
の
子

P
R削と
2
(二
十
位
)
、
ア
ッ
ラ
l

γ
遁
境
軍
司
令
官

Z
ロ
円
吉
〉
色
の
子
切
包
含
(
二
十
一
位
)
で
い
ず
れ
も
十
位
以
下
で
あ
る
。
彼
等
の
う
ち
十
位
に
列
さ
れ
た

ω日
巴
が

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
に
寓
入
隊
長
に
な
り
、

ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
末
期
ま
で
活
躍
し
た
の
と
、
十
三
位
に
列
さ
れ
た
〉
-mrロ
が

兄
吋
ロ
ρ
仲
間
目
白
同
の
後
を
受
け
て
ホ
ラ
サ
ン
地
方
の
高
人
陵
長
と
な
り
、
さ
ら
に
諸
王
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
の
師
父
に
も
な
っ
て
ア
プ
l

・
サ
イ

は
見
う
け
ら
れ
ず
、
口
一
切
削
凹
B
U
Y
-

ー
ド
汗
時
代
-
初
め
ま
で
そ
の
活
動
が
知
れ
て
い
る
以
外
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、

P
R削ロ』ロハゲ

切
削
同
円
四
回
の
具
瞳
的
な
行
動
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
政
権
下
南
汗
に
仕
え
て
の
大
き
な
活
動

ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
該
の
寓
人
陵
長

-153ー

デ
向
ロ

-MHF

ケ
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ル
ス
漫
境
軍
司
令
官

ω包
E
吋
R
W
E
P
蔦
人
陵
長
留

E
g
z
r
の
一
族
に
至
つ
て
は
ア
ミ

l
ル
序
列
二
十

五
位
中
に
そ
の
名
を
見
出
せ
な
い
。
ホ
ラ
サ
ン
に
進
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
来
降
し
て
仕
え
た
者
達
の
う
ち
、
前
述
の
の

E
Zロ

が
第
二
位
に
列
さ
れ
た
以
外
で
は
ウ
イ
グ
ル
部
族
の
司
己
注
官

3
・
D
E
E
m町内出回可削
w

Z
自
E
削
♂
吋
R
S
S
N
が
十
六
位
か
ら
十
八
位
に
見
う

け
ら
れ
る
が
彼
等
の
兵
瞳
的
な
活
動
は
ご
く
僅
か
に
俸
之
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
千
人
陵
長
と
な

っ
た
ケ
レ
イ
ト
部
族

の

P
司
自
m
E
や
タ
ン
グ
l
ト
部
人
吋
己
的
宵
H-Y
の
名
は
二
十
五
位
中
に
は
見
嘗
ら
な
い
。
第
三
位
の
句
巳
包
の

V
E
Z
E
W
は
ア
ル
グ
ン
汗

時
代
に
元
朝
か
ら
や
っ
て
き
て
歴
代
イ
ル
汗
に
仕
え
た
「
別
格
」
の
人
物
で
あ
る
。
結
局
、
ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
一
核
の
ア
ミ

l
ル
達
の
う
ち
、
オ

ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、

ア
プ
I
・
サ
イ
1
ド
汗
政
権
下
、
ア
ミ

l
ル
序
列
の
か
な
り
上
位
に
あ
っ
て
、
商
政
権
下
に
お
け
る
一
貫
し
た
活
動
が
見
う

ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
の
一
族
で
来
降
し
て
ガ
ザ
ン
汗
に
仕
え
、
高
人
隊
長
と
な
っ
た
ス
ル
ド
ス
部
族
の

(
UF

ロゲ
削ロ

け
ら
れ
る
の
は
、

の
一
族
と
、
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
親
衛
千
人
陵
長
、
パ
ヤ
ウ
ト
部
族
の

〉
-my日

の
一
族
と
ナ
ク
ズ
部
族
の
千
人
陵
長

ωロ
g
H
の
一
族
だ
け
で
あ

719 

る
。
ガ
ザ
ン
汗
か
ら
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
へ
の
政
権
移
行
は
大
き
な
政
治
的
劃
立
も
ほ
と
ん
ど
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
た
が
、

ガ
ザ
ン
汗
政
権
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中一
核
の
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ

I
ル
達
や
そ
の
後
育
遠
の
、

オ
ル
ジ
ャ

イ
ト
汗
、

ア
プ
l

・
サ
イ
I
ド
汗
と
密
着
し
た
活
動
は
ご
く
僅
か
し
か

見
う
け
ら
れ
な
い
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
即
位
以
後
、
政
権
の
中
一該
に
あ
っ
た
の
は
何
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
章

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
政
樺
、

ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
政
権
中
核
の
ア
ミ
l
ル
達

第
一
節

ア
ミ
l
ル
序
列
の
上
位
に
あ
る
諸
部
族
の
ア
ミ
ー
ル

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、

ア
ミ
l

ル
序
列
の
特
に
上
位
に
あ
り
、
そ
の
後
も
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
に
至
る
ま
で
雨
政
権
の
中
接
と
し

て
活
躍
し
た
各
部
族
の
ア
ミ
ー
ル
達
を
列
奉
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ー
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
日
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
同
日

n
Z
吋
民
自
己
曲
〔
拙
赤
塔
見
馬
刺
〕
の
後
喬

司
ロ
E
E
の
R
r削ロ
が
ア
ミ

1
ル
第
四
位
に
列
さ

れ
て
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、
ア
ッ
ラ
1
ン
方
面
の
支
配
に
あ
た
り
、
い
と
こ
の
吋
c
m
r
E
が
第
八
位
に
列
さ
れ
、
高
人
陵
長
と
し
て
バ

グ

ダ
ー
ド
の
支
配
に
あ
た
っ
た
。
百
円
宮
吋
民
自
白
日
間
の
後
膏
達
の
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
活
動
は
建
園
時
か
ら
額
著
で
、
彼
の
子

ロ
E
H
Z
D可削ロ

-154-

は
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
従
い
、

ア
パ
カ
汗
時
代
の
は
じ
め
に
は
諸
オ
ル
ド
の
長

公
2
1
ロ
H
E
7
3
を
務
め
た
。

そ
の
息
子

ω
Z
E月
も

フ

ガ
イ
ハ

ト
汗
時
代
に
寓
人
陵
長
に
な
る
な
ど
し
て
パ
イ

ド
汗
時
代
に
残
す
る
ま
で
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
お
け
る
最
有
力
ア
ミ
l
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
弟
〉
門
守
口
合
は
ガ
イ
ハ
ト
汗
の
娘
を

ω
Z
E
R
Z
S削
ロ
の
別
の
弟

d
z
g

ラ
グ
の
征
服
活
動
に
活
躍
し
た
後
、

ア
パ
カ
汗
、

ア
フ
マ
ッ
ド
汗
の
擁
立
に
閲
係
し
、

要
り
、
ガ
イ
ハ
ト
汗
政
権
の
有
力
ア
ミ

l
ル
と
な
っ
た
が

一
二
九
五
年
パ

イ
ド
汗
に
虚
刑
さ
れ
た
。

と
叶

2
ロ
は
ア
パ
カ
汗
時
代
ル
ム
の
蔦
人
隊
長
と
な
っ
た
が
、

一
二
七
七
年
、

マ
ム
ル

l
ク
朝
の
パ
イ
パ
ル
ス
の
念
襲
を
受
け
て
戦
死
し
た
。

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
は

C
S
Z
の
子

バ
イ
ド
汗
時
代
ま
で
に
フ
ラ
グ
に
同
行
し
て
き
た

ロ
r
m
Z
S
E
の
息
子
達
が
ほ
と
ん
ど
残
し
た
後
、

開内削げ包

が
叛
凱
を
お
こ
し
て
慮
刑
さ
れ
、

百
円
Y
H
吋
町
田
回
目
印
の
後
審
問
達
は
ガ
ザ
ン
汗
政
権
下
以
前
の
よ
う
な
強
盛
を
誇
れ
る
朕
況
で
は
な
か
っ

た
。
前
述
の
〉
門
出
σ白
色
の
子
恒

5
巴
ロ
の
白
井
宮
や
、

4
2ロ
の
子
叶
ロ

m
Eロ
の
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、



恒
ロ
曲
曲
目
ロ
の
白
井
削
ロ
が
ホ
ラ
サ

ン
地
方
に

い
た
こ
と
と
、

ジ
リ
ア
遠
征
に
加
わ

っ
た
こ
と
が
ご
く
断
片
的
な
記
事
中
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
た
だ
、
「
部
族
考
」
中
に
は
彼
ら
の

一
族

〉
吉
国
田
宵

と

、H
J
S
R
r白
色
が
ガ
ザ
ン
汗
時
代、

ホ
ラ
サ

ン
地
方
に
お
い
て
千
人
隊
長
、

箭
筒
土
と
し
て
、

ガ
ザ
ン
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
い
た
諸
王
ハ
ル
パ

γ
ダ
(
後
の
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
〉
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
傍
え
ら
れ
て
い

る
。
恒

g曲
目
ロ
の
ロ

H
Eロ
の
例
と
考
え
合
せ
て
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
し
E
n
E
吋
民
自
由
F
の
後
喬
達
が
ホ
ラ
サ
ン
地
方
の
諸
王
ハ
ル
パ
ン
ダ
の

身
漫
に
か
な
り
多
く
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
ア
γ

ラ
l
γ
方
面
に
い
た
恒
ロ
g
E
C旨
F
E
は
ア
プ
l
・
品
ツ
イ
ー
ド

汗
時
代
も
有
力
で
、

ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
叛
-い
た
切
曲
目
色
尽
を
制
匿
す
る
た
め
に
汲
遣
さ
れ
、

一
三
二
二
年
嘗
地
で
頚
じ
た
。

そ
の
子
恒
忠
告

切

g
c
a
は
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
残
後
の
諸
勢
力
抗
争
の
中
心
に
あ
っ
て
ジ
ャ

ラ
イ
ル
朝
を
聞
き
、
息
子
の

ω
E
F
r
C毛
色
聞

が
ス
ル
ド
ス

部
族
の
の
r息
苦
の
後
事
岡
達
を
破
っ
て
最
終
的
に
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
を
確
保
し
た
。

2
チ
ャ
ガ

ン
タ
タ
l
ル
部
族
日
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
ア
ミ

l
ル
第
七
位
に
列
さ
れ
た

r
g
A
E
E
m
y
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
息
子

切
削
ヨ
・

(
2〉

N
Eiの
後
見
役
を
つ
と
め
、

一
時
ホ
ラ
サ
ン
地
方
の
支
配
に
あ
た
り
、

ア
プ
I

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
金
初
期
に
捜
す
る
ま
で
、

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト

-155一

汗
、
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
政
権
の
有
力
ア
ミ

l
ル
で
あ
っ
た
。

r
g
A
E
F
$
の
兄
弟
関
骨

Z
G削
切
岳
包
日
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
ア

、
l
ル
第
十
一
位
に
列
さ
れ
、
ル
ム
、

デ
ィ
ア
l
ル
・
パ

ク
ル
の
高
人
隊
長
と
な

っ
た
。

同
日

σ
E削
切
回

Z
E吋
は
ア
プ
I
・
サ
イ
l
ド
汗
時

代
の
一
=
二
九
年
、

r
H
i
z
-
P
R
g
m
E
の
叛
組
事
件
に
絡
ん
で
ル
ム
で
殺
さ
れ
た
が
、

H
m
g
A
E
Z
m
r
の
息
子

心
宵
，
、
吋
停
包
は
諸
王
'ア
プ

l

・
サ
イ
l
ド
の
ホ
ラ
サ
ン
行
き
に
同
行
し
、
別
の
息
子
宮
島

g
E
や
〉
同
一
宮
色
停
の
活
動
は
ア
ブ
l

・
サ
イ
1
ド
汗
窺
後
の
諸
勢
力
抗
争

の
時
代
広
ま
で
及
ん
で
い
る
。
〉同

一言
曲
-
F
が
ス

ル
ド
ス
部
族
の
宮
曲
目
停
〉
印
宵
え
に
殺
さ
れ
て
以
後
こ
の
部
族
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
く

な
る
。
日
田
宮
内
回
口
己
ロ

mr
と
関
口
同

σ
2削
出
回
『
包
日
の
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
前
の
行
動
は
僅
か
に
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ゲ

B
A
E
E
m
r

が
ガ
ザ
ン
汗
時
代
ホ
ラ
サ
ン
地
方
で
諸
王
ハ
ル
バ
ン
ダ
と
共
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
と
、
阿
国
同
宮
古
切
回

E
P円
が
ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
シ
リ
ア

遠
征
巴
加
わ
り
、
ル
ム
地
方
に
駐
屯
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
だ
け
で
あ
る
ρ

ま
た
、
-
一
族
の
り
巳
包
間
同

E
削
岳
山
は
も
と
ア
パ
カ
汗
の
親
衛

721 

兵
で
、

ア
パ
カ
汗
の
硯
後
叶
己

m
g
n
g
P
P
E
n
E
G
g
-
-
'と
ほ
ぼ
行
動
を
共
に
し
て
二
速
の
政
争
の
中
心
に
あ
り
、
最
後
は
パ
イ
ド
汗
に
仕
え
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て
諸
王
ガ
ザ
ン
と
針
立
し
、
杖
刑
に
慮
さ
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
に
迭
ら
れ
た
が
、

ガ
ザ

ン
汗
時
代
以
後
ま
で
嘗
地
で
活
動
し
た
。

3
ケ
レ
イ
ト
部
族

一
チ
ン
ギ
ス
汗
に
減
.
ほ
さ
れ
た

C
ロ
「
同
冨
ロ
〔
主
宰
〕
の
曾
孫

HHHEE
は
オ

ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
ア
ミ

l
ル
第
六
位
に

列
さ
れ
て
ル
ム
の
支
配
に
あ
た
り
、
ア
プ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ
め
に
は
デ
ィ

ア
l
ル

・
パ
ク
ル
の
支
配
者
と
な
っ
た
。

C
ロ
}
内
問

rE

の
後
育
の
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
具
鐙
的
な
行
動
は
、
ガ
イ
ハ
ト
汗
時
代
の
末
に

E
丘町凶

が
ガ
イ
ハ
ト
汗
打
倒
を
は
か
る
諸
王
バ
イ
ド
と
結
ぶ

ま
で
全
く
見
う
け
ら
れ
な
い
。

-HHZZ
は
バ
イ
ド
、
汗
を
倒
し
て
即
位
し
た
ガ
ザ
ン
汗
と
は
封
立
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ガ
ザ
ン
汗
時

代
の
彼
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

シ
リ
ア
遠
征
に
参
加
し
た
こ
と
が
俸
え
ら
れ
て
い
る。

ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
一

コ
二
九
年
、

E
Z
E
は
ス
ル
ド
ス
部
族
の
の

E

Eロ
と
樹
立
し
て
同
族
の
心
白
岡
田
印
古

等
と
共
に
叛
範
を
起
し
、
息
子
共
々
慮
刑
さ
れ
、
以ー

後
ケ
レ
イ
ト
部
族
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

ア
ミ

l
ル
第
五
位
に
列
さ
れ
て
バ
グ
ダ

ー
ド
の
支
配
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
オ
ル
ジ
ャ

イ
ト
汗

の
息
子
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
の
師
父
と
し
て
ホ
ラ
サ

ン
へ
波
遣
さ
れ
た

自
己
と
は
、
も
と
は
ホ
ラ
サ

ン
地
方
に
あ
っ

て
諸
王

ハ
ル
パ
ン
ダ
(
後

4
ウ
イ
グ
ル
部
族

い
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、

の
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
〉
に
師
父
と
し
て
仕
え
た
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
り
、

ωF45』
の
父

ω
r
u
Z
切州

w
r
z
z
も
ア
フ
マ
ッ
ド
汗
時
代
、

ホ
ラ
サ

ン
地
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方
に
お
い
て
ハ
ル
パ
ン
ダ
の
父
、
諸
王
ア
ル
グ
ソ
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ωF45』
の
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
具
瞳
的
な
活
動
は
シ

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
後
は
ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
の
は
じ

め
に
残
す
る
ま
で
特
に
有
力
な
ア

ミ
l
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
兄
弟
の
〉

w
g旦
の
活
動
は
ア
ブ

1
・
サ
イ
l
ド
汗
残
後
の
諸
勢
力
抗
争

リ
ア
遠
征
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
断
片
的
な
記
事
か
ら
知
れ
る
の
み
だ
が
、

の
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

5
オ
イ
ラ
ー
ト
部
族

h
p日目
ρ
曲
目

E
〔
忽
都
合
別
乞
〕
の
一
一
族
、
ギ
ュ
ク
汗
女
婿
の

叶
E
W
E
N
O向
井
宮
の
孫
。

E
n
g
-向
。

R
Eロ
は
ガ

イ
ハ
ト
汗
時
代
の
末
、
諸
王
パ
イ
ド
擁
立
に
働
き
彼
の
即
位
を
質
現
さ
せ
た
が
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
パ
イ
ド
汗
を
倒
し
た
諸
王
ガ
ザ
ン

に
杖
刑
に
慮
さ
れ
、

ホ
ラ
サ
ン
に
逸
ら
れ
た
。
し
か
し
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
、

シ
リ
ア
遠
征
に
際
し
て
千
人
陵
長
と
し
て
登
用
さ
れ
、

オ
ル
ジ

ャ

イ
ト
汗
時
代
の
重
要
作
戦
に
も
加
わ
っ
た
J

彼
の
息
子
‘
匡

H
E
P申
E
V
や

冨

cfv曲
目
自
主
の
オ
ル
ジ

ャ
イ
ト
汗
、

ア
プ
l
・
サ
イ

I
ド
汗



時
代
の
活
動
も
知
ら
れ
て
い
る
。

切
己
包
括
に
殺
さ
れ
て
以
後
、

メ
町
司

M
E
g
z
v
が
ア
ブ
1
・
サ
イ
I
ド
汗
硬
後
の
諸
勢
力
抗
争
の
中
で
ジ

ャ
ラ
イ
ル

部
族
の

司
曲
目
白

オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
の
こ
の
系
統
の
活
動
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
ガ
ザ
ン
汗
窺
後
の
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
政
権
、

ア
プ

1
・
サ
イ
l
ド
汗
政
権
の
中
一
核
に
あ
っ
た
の
は
第
二
章
で
燭
れ
た
ス
ル
ド

ス
部
族
の
の
E

Zロ
(
二
位
)
の
一
一
族
や
ナ
ク
ズ
部
族
の

ω日
出
(
第
十
位
)
の
一
一
族
、
パ
ヤ
ウ
ト
部
族
の
〉

-
m
E
(第
十
三
位
〉
の
一
族
の

他
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
司
ロ
E
E
の
骨
W
E
(第
四
位
)
、
叶
ロ
m
r
g
〈
第
八
位
ν
、
チ
ャ
ガ
ン
タ
タ
1
ル
部
族
の

】回同

E
E
F
m
y
(第
七
位
〉
、

関

R
E
ρ
何

回

目

V
包
日
(
第
十
一
位
)
の
兄
弟
、
ケ
レ
イ
ト
部
族
の

HHH旦
宮
(
第
六
位
〉
、
ウ
イ
グ
ル
部
族
の

ω玄
と
(
第
五
位〉
、
オ
イ
ラ

ー
ト
部
族
の
の
Z
n
g
r
の
R
W削
P

メ
ロ
司
包
g
r削
r
父
子
等
と
そ
の
一
一
族
達
で
あ

っ
た
が
、
司

5
aロ
の

R
Eロ
以
下
の
こ
れ
ら
の
ア
ミ
l

ル
達
の
具
睦
的
な
活
動
が
見
ら
れ
る
の
は
ガ
イ
ハ
ト
汗
か
ら
パ
イ
ド
汗
さ
ら
に
ガ
ザ
ン
汗
へ
と
政
権
が
移
動
し
た
一
二
九
五
年
以
後
の
こ
と

で
あ
り
、

n
z
n
y削
Wーの
R
r削
ロ
や

HHH丘
四
ロ
は
パ
イ
ド
汗
に
仕
え
、
ホ
ラ
サ
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
諸
王
ガ
ザ
ン
と
は
敵
封
関
係
に
あ
っ
た
。

HmgρE7MmF
や
同
町
E
A削
切
各
位
日
と
同
族
の
ア
ミ
l
ル
ロ
己
主
包
包
削
n
E
は
パ
イ
ド
汗
に
仕
え
て
諸
王
ガ
ザ
ン
に
劃
抗
し
、
杖
刑

に
慮
さ
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
に
迭
ら
れ
た
。
恒

g
回
目
ロ
の
ロ
H
W
E
の
一
族
同
A
Z
-
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
後
叛
い
て
慮
刑
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ラ
サ
ン
か

ら
進
軍
し
、
バ
イ
ド
汗
を
倒
し
て
汗
位
に
つ
い
た
ガ
ザ
ン
汗
は
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
そ
の
他
の
地
に
い
た
フ
ラ
グ
汗
以
前
か
ら
の
俸
統
を
有
す

る
醤
勢
力
や
、
フ
ラ
グ
遠
征
軍
起
源
の
諸
部
族
に
劃
し
て
峻
巌
極
ま
り
な
い
姿
勢
で
臨
み
、
た
と
え
己
の
も
と
に
降
っ
て
き
た
人
物
と
い
え
ど

も
過
去
に
イ
ル
汗
に
劃
す
る
反
抗
や
裏
切
り
の
前
歴
が
あ
っ
た
者
は
許
さ
ず
徹
底
的
に
滅
ぼ
し
て
い
っ
た
。
こ
ーう
し
た
中
に
あ
っ
て
、

ガ
ザ
ン

汗
政
権
下
に
か
つ
て
の
敵
劉
者
や
そ
の
一
族
達
が
存
繍
し
た
の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
s

そ
れ
で
は
、
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
時
前

後
ま
で
そ
の
活
動
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
者
達
が
、
ガ
ザ
ン
汗
の
敵
封
者
や
そ
の
一
族
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ガ
ザ
ン
汗
政
権
下
に

組
み
込
ま
れ
、
何
故
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
に
政
権
中
核
の
高
位
の
ア
ミ
l
ル
と
し
て
突
如
撞
頭
し
、
績
く
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
か
ら

-157-

そ
の
残
後
に
至
る
ま
で
強
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
一
核
の
ア
ミ

l
ル
達
や
そ
の

一
族
達
の
ガ
ザ
ン
汗
殻
後
の
オ

723 

ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、

ア
ブ
l
・
サ
イ
1
ド
汗
政
権
?
に
お
け
る
南
祈
と
密
着
し
た
活
動
が
あ
ま
り
見
う
け
ら
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
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の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、

ア
ブ

I
・
サ
イ
l
ド
汗
と
雨
政
権
中
該
の
諸
部
族
の

ア
ミ

l
ル
達
と
の
個
人
的
関
係

に
つ
い
て
さ
ら
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
政
擢
、

ア
プ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
政
権
中
該
の
ア
ミ

1
ル
達
と
雨
汗
と
の
個
人
的
関
係

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
目
ー
と
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
が
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
い
た
諸
王

ハ
ル
バ

ン
ダ
時
代
の
師
父
で
あ
り
、回目白ロ門戸
E
E
m
y

は
ガ
ザ
ン
汗
時
代
ホ
ラ
サ
ン
地
方
に
あ
っ
て
諸
王
ハ
ル
バ
ン
ダ
に
従
っ
て
行
動
し
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
ホ
ラ
サ

ン
地
方
に
い
た
恒

5
巳
ロ
の
口
同
百
ロ

も
一
一
族
の

k
r
r
ロ
切
印
可
や
叶
H
SロH
ゲロ
ρ
削
同
様
、
諸
王
ハ
ル
パ
ン
ダ
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
田
三
口
』
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
、

諸
王
ア
プ

l
・
サ
イ
l
ド
の
師
父
と
も
な
り
、
目
白
S
A
E
E
m
r
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
別
の
息
子
、
諸
王
切
身
印
刷
包
の
後
見
役
と
も
な

っ
た。

彼
等
は
ホ
ラ
サ
ン
に
い
た
諸
王
ハ
ル
パ
ン
ダ
時
代
か
ら
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
に
仕
え
て
い
た
者
達
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
み
な
ら
ず
、
オ
ル
ジ
ャ

ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
、
商
政
権
の
中
核
を
構
成
し
た
各
部
族
の
ア
ミ

l
ル
達
の
ほ
と
ん
ど
が
雨
汗
と
さ
ら
に
強
い
個
人
的
結

イ
ト
汗
、

-158ー

び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
南
汗
と
の
姻
戚
関
係
で
あ
る
。
即
ち
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
恒

5
巳
ロ
の
口

HEP
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
義

ケ
レ
イ
ト
部
族
の

HHHiE
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
義
父
、
オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
の
の
E
n
r削
宵
の
口
同
WMHロ
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト

父
に
し
て
義
兄
、

汗
の
義
父
、
息
子
‘
〉
口

一句
包

g
z
v
は
ア
ブ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
の
伯
父
、
ス
ル
ド
ス
部
族
の
の
V
ロ
g
p
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
の
女
婿
で
あ

っ

た
。
ま
た
チ
ャ
ガ
ン
タ
タ
l
ル
部
族
の
同
回
目
ρ
E
E
m
v
の
孫
娘
、
。
E
n
g
r
cロ
円
冨
ロ
の
姪
、
の

Z
Zロ
の
娘
と
孫
娘
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ブ
I
・

サ
イ
l
ド
汗
の
妃
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
部
族
の
ア
ミ

1
ル
達
は
、
固
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

た
ま
た
ま
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
や
息
子

の
ア
ブ
l

・
サ
イ
l
ド
汗
と
姻
威
闘
係
が
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
租
や
一
一
族
と
フ
ラ
グ
家
と
の
聞
に
以
前
か
ら
績
い
て
い
た
姻
戚
関
係
の

延
長
上
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
姻
戚
関
係
の
大
部
分
は
、
モ

ン
ゴ
ル
一
帝
一
園
草
創
期
か
ら
チ
ン
ギ
ス
汗
一
門
と
こ
れ
ら
各
部
族
と
の
聞
に
一
貫

(
3〉

し
て
網
い
て
き
た
姻
戚
関
係
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
後
、
政
権
の
中
一
絞
に
あ
っ
た
の
は
、
ガ

ザ
γ
汗
に
よ
っ
て
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
ホ
ラ
サ
ン
に
あ
っ
た
諸
王
ハ
ル
バ
ン
ダ
と
姻
戚
関
係
を
中
心
と
す
る
個
人
的
繋
り
を
持
つ
ア
ミ

l
ル
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図表I ガザン汗時代までに滅ぼされた諸告11族

モ ンゴリア、
フラグ家との綱l成問 7パカ

ガザン汗のlK， フラグげからガ 汗没後
音11族名 西方出先機 ザン汗まで の政争 即位日寺前後

関の祖
1)内はオルジャイ ト で殺さ のアミール
ff以後 れた者

バーリン Qara Noyan H Tughad¥ar 

H 
:⑨⑨⑨ 

Q口nchaqbal

オンギラート 持 ilf 市部
⑨⑨⑨io=o=o(U) 

⑨:⑨⑨  M日saG日rl<an

紳児馬竿 A × Baigh口t
スニ ート

Btz口cqhdIEIAkh-I~占木迭児

A Sロlamlsh

ベス ート 哲別
H × Shanqasnn 

ジャライ Jレ (B口qa) xx Aina Bik 
× 

オルクヌー ト i堅吉牙 7jA 
主事 毛・

Barnla 

忽都合別乞 ⑨⑨oi⑨⑨⑨⑨ TldarI qEI G口r-
000 1 

オイラート

Argh日11Aqa ⑨⑨白 (⑨) Na口rロz

ジャ ライル 忙 寄撒児 × TItim白r

イルドルキン
(Hind口
Bnilωhi) 

H × 

コンコ.タン 蒙力克額赤格 Tg1ロ1日dca}J1日1Yar-

ウリャンカン 者物笈 Sarki's 

ケレイ ト (B口q口) ⑥0 Ghazan 

ア ル ラ ト 博爾オ乙 A × Tロkal

ジャライル Tanji 

ジャライ Jレ木華聖書 ， X? 

H : rヒンドゥスタン・ カシミーJレ鎮守府」起源の軍隊の支配者
A : rアゼJレパイ ジャン軍政府J起源の軍隊の支配者
× 殺された者
ロ ガザンのもとに来降し、以後の行動が知られていない者
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職掌

× 殺衛力ラ長句ナス万人隊

× 親衛干人隊長

× 

× 

口

× 万「第人一隊万長人隊」

口 千人隊長

× 千「第人一隊万長人隊」

× 「万第人二隊万長人隊」

× 万人隊長

ホラサンカラウ× ナス万人隊長

受万人 t隊長

口万人隊長

× 千人隊長

× 

× 万人隊長

× 



オルジャイトr干、
アブー ・サイー

ド汗時代のアミ

ール

Qutlughsha.h 

Tugha.i Gurka.n 

11 Ba.smish 
Ramazan 

入19hn

Bakt口t
Abishqa. 

BiHd口

Sロta.i

Chロba.n

Q口rmshl

Sulta.n Yasa.OI 
Sivinj 

Na.口Idll.r
Polll.dqaya. 
Qutlughqaya. 
Tarmtll.z 

Ghll.zan 

Jabrll 

Husaln Gorkll.n 

Tughll.n 

Korb日qaBahadur 
rsanqutlugh 

lrinjin 

‘Ali Padeshah 

P口la.dChinksdnk 

× 殺された者
X 戦死した者

万 )j入隊長
千千人隊長

親親衛千人隊長

辺辺境軍司令官
師師父

オルジャイ

卜汗時代初

則のア ミー

ル序列

lf立

14{立

19位

13{立

15{立
20位

21位

10位

2 {立

12位

5位
18位
17f立
17位

16f立

4位
8位

11位

7 f立

6位

3f:rr 

726 

オルジャイ卜j干、
アブーサイード汗

アブー・サイード
職掌:
汗との姻戚関係 i支後:のアミール
A B 

× 7'j 

※ 万、師 Art白qshah

× 77 
× 7'i 

※ 辺 lbrahimshah 

⑨ 

※ 万 ⑨⑨!⑧⑨⑨⑨ Hasan Kロchek

× 

× 
※ (:ip Akranj 

× 

× 
※ 辺

⑨ l:Iasan Buzurg 
※ 万

※ 万 ⑨ Mal)mud iミanqut!ugh
※ 

※× 辺 ⑨ 

※ ⑨⑨⑨ ‘Ali Padeshah 

※ 

- 160一
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図表E 芳、ザン汗時代以後の諸部族

モンゴリ了、西 プラグ家との姻戚
ガザン汗即位

方出先機関の祖 関{系
部族 名 (の)内祖はイル汗国 ガザン汗時代まで

[1寺前後のアミ

A B 
ール I 

マ ング ト 者 4IコA (⑨⑨) : Qutlughshah 

ノ{ )レク ト 合杏安 (⑨0): Satalmish 

ウリヤンカン 速不台 (⑨) n Basmish 

ノf ヤウ ト (N陣rY吋制証) ⑨⑨⑨: (⑥⑨。⑨。⑨ 
T口qtimロr

入Igh日

クインタタール (⑨) Mロlar

tl放 里 (⑨〉 〈⑨〉 Alad口

トトカリウトタタール Abishqa 
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ガ
ザ

γ
汗
時
代
、
中
堅
の
千
入
院
長
で
あ

っ
た
ウ
イ
グ
ル
部
族
の
司
己
包
官
百
・

D
E
E
m山}戸・

官

Z
-
Z
E
E削
円
・
吋
R
B
S
N
等
、が
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
に
ア
ミ

l
ル
序
列
の
十
六
位
か
ら
十
八
位
に
列
さ
れ
た
の
は
、
同
族
の
自
己

ε

達
と
そ
の
後
育
達
、
一
族
達
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
撞
頭
と
呼
躍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、

ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
援
の
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
達
も
少
な
か
ら
ぬ
者
達
、
が
フ
ラ
グ
家
と
姻
戚
闘
係
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

は
ホ
ラ
サ
ン
時
代
か
ら
ガ
ザ
ン
を
助
け
て
そ
の
即
位
に
貢
献
し
た
彼
等
が
ガ
ザ

ン
汗
の
即
位
後
に
恩
賞
と
し
て
フ
ラ
グ
家
の
娘
を
興
え
ら
れ
た

ほ
ぼ
一
代
限
り
の
も
の
で
、

イ
ル
汗
閣
成
立
時
以
前
か
ら
チ

ン
ギ
ス
汗
一
門
と
の
聞
に
績
い
て
い
た
姻
戚
闘
係
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
は
な

ミ
コ
こ
。

4μ
ザ
ふ
れ

ガ
ザ
ン
汗
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
達
の
う
ち
、
以
前
か
ら
の
フ
ラ
グ
家
と
の
一

貫
し
た
姻
戚
開
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
バ
ヤ
ウ
ト
部
族

の
み
で
あ
っ
た
が
、

ガ
ザ
ン
汗
時
代
に
親
衛
千
人
隊
長
で
あ
っ
た
と
m
rロ
は
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
降
、
兄
叶

Z昨
日

HUR
が
支
配
し
て
い

た
ホ
ラ
サ
ン
の
高
人
候
を
受
け
縫
い
で
諸
王
ア
ブ

1
・
サ
イ
l
ド
の
師
父
と
も
な
り
、
他
の
ガ
ザ
ン
汗
子
飼
い
の
諸
部
族
の
ア
ミ

l
ル
達
と
比

ベ
て
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
、

ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
雨
汗
と
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
。
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
〉
釘
門
苫
・

〉
宮
佐
官
兄
弟
の
ト
ト
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カ
リ
ウ
ト
タ
タ
l

ル
部
族
は
ガ
ザ
ン
汗
時
代
以
前
か
ら
フ
ラ
グ
家
と
姻
戚
閥
係
を
持

っ
て
い
た
が
、
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
の
は
〉
-
包
ロ
兄
弟

と
は
別
系
統
の
者
達
で
あ
っ
た
。
諸
王
ガ
ザ
ン
の
も
と
に
来
降
し
、

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
時
代
以
後
特
に
強
力
に
な

っ
た

の

Eσ
智

の

ス

ル

ド

ス
部
族
も
古
く
か
ら
フ
ラ
グ
一
門
と
姻
戚
閥
係
を
有
す
る
部
族
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
草
創
期
に
遡
る
イ
ル
汗
園
建
園
時
以
来
の
フ

ラ
グ

一
門
と
の
姻
戚
闘
係
を
持
た
な
い
、
ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
核
の
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
諸
部
族
の
ア
ミ

l
ル
達
の
大
部
分
は
、
ガ
ザ
ン
汗
個
人
と
の
全

く
個
人
的
な
結
び
つ
き
に
終
始
し
、

ガ
ザ
ン
と
同
じ
ア
ル
グ
ン
汗
の
息
子
で
も
、
腹
違
い
の
弟
ハ
ル
バ
ン
ダ
と
強
く
結
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ガ
ザ
ン
汗
が
分
立
、
抗
争
を
繰
り
返
す
諸
部
族
軍
を
解
盤
、
改
易
し
て
イ
ル
汗
園
を
征
服
圏
家
か
ら
中
央
集
権
園
家
に
脱
皮
さ

せ
た
後
、
最
終
的
に
イ
ル
汗
園
の
中
一核
と
な
り
得
た
の
は
、
ガ
ザ
ン
汗
の
峻
烈
な
劃
立
勢
力
討
滅
活
動
の
中
に
あ

っ
て、

フ
ラ
グ
家
と
の

一
貫

し
た
姻
戚
関
係
を
持
っ
て
い
た
オ
イ
ラ
ー
ト
部
族
、
オ
ン
ギ
ラ
l
ト
部
族
、
タ
タ
l
ル
部
族
、
ケ
レ
イ
ト
部
族
、
ス
ル
ド
ス
部
族
、
パ
ヤ
ウ
ト

部
族
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
等
の
特
定
部
族
の
う
ち
、
ガ
ザ
ン
汗
の
後
縫
者
、
諸
王
ハ
ル
バ
ン
ダ
の
姻
戚
と
い
う
理
由
で
辛
う
じ
て
存
繍
し
た
が
、



ガ
ザ
ン
汗
政
権
下
で
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
活
動
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
数
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
や
ハ
ル
パ
ン
ダ
の
師
父
の
一
族
だ
け
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

結

ぴ

一
二
九
五
年
、

ホ
ラ
サ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
進
軍
し
て
汗
位
に
つ
い
た
ガ
ザ
ン
汗
は
長
ら
く
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
「
ヒ
ン
ド
ゥ

ス
タ
ン
・
カ
シ
ミ

l
ル
鎮
守
府
」
、
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
軍
政
府
」
、
「
ホ
ラ
サ
ン
糟
督
府
」
等
の
モ
ン
ゴ
ル
一帝
園
の
西
方
出
先
機
関
起
源
の
蔦

人
陵
、
千
人
陵
の
支
配
者
達
や
フ
ラ
グ
遠
征
軍
起
源
の
高
人
像
、
千
人
陵
の
支
配
者
達
を
徹
底
的
に
討
っ
て
そ
の
軍
陵
を
解
盤
、
改
易
し
、
こ
れ

ら
の
軍
隊
の
支
配
者
達
と
結
ん
で
汗
位
を
狙
い
う
る
諸
王
達
を
も
こ
の
聞
に
大
部
分
を
殺
し
た
。
一
二
九
九
年
、
ル
ム
の
寓
人
隊
長

ωロ
zsur

が
慮
刑
さ
れ
る
と
、
ガ
ザ
ン
汗
に
劉
抗
で
き
る
ア
ミ

l
ル
は
誰
も
な
く
、
汗
位
を
墓
め
る
有
力
な
諸
王
と
い
え
ば
後
継
者
と
し
て
ホ

ラ
サ
ン
の

支
配
に
あ
た
っ
た
腹
違
い
の
弟
ハ
ル
パ
ン
ダ
以
外
に
は
も
は
や
存
在
し
な
か
っ
た
。
ガ
ザ
ン
汗
に
よ
っ
て
建
閣
時
以
来
の
モ
ン
ゴ
ル
系
、
ト
ル

コ
系
諸
部
族
寧
が
徹
底
的
に
解
盟
、
改
易
さ
れ
た
後
、

再
編
成
ぎ
れ
た
イ
ル
汗
圏
各
地
の
高
人
像
、!
千
人
陵
、
謹
一境
守
備
軍
を
支
配
し
て
ガ
ザ

-163ー

ン
汗
政
権
の
中
接
を
構
成
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
組
て
が
ホ
ラ
サ

ン
地
方
そ
の
他
東
方
地
域
に
い
た
ガ
ザ
ン
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
達
で
あ
り
、
こ

の
他
に
若
干
の
来
降
者
達
と
ガ
ザ
ン
の
後
継
者
、
弟
ハ
ル
パ
ン
ダ
と
個
人
的
結
び
つ
き
を
持
つ
者
達
が
中
堅
の

ア
ミ
l
ル
と
し
て
政
権
下
に
加

え
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
イ
ル
汗
園
は
フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
従
っ
た
諸
部
族
寧
が
や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
居
つ
い
て
成
立
し

た
征
服
園
家
か
ら
中
央
集
権
園
家
へ
と
生
れ
饗
り
、
以
後
は
も
は
や
封
抗
者
も
い
な
い
フ

ラ
グ
家
正
統
の
諸
王
を
イ
ル
汗
に
戴
き
、
こ
れ
と
個

人
的
闘
係
で
結
び
つ
い
て
い
石
諸
部
族
の
ア
ミ

l
ル
達
が
政
権
の
中
援
を
占
め
る
安
定
し
た
園
家
と
し
て
出
瑳
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
ガ
ザ
ン
汗
が
封
立
勢
力
討
滅
後
四
年
半
で
残
す
る
と
ガ
ザ
ン
と
の
全
く
個
人
的
な
開
係
で
結
び
つ
い
て
い
た
ガ
ザ
ン
汗
政
権
中
核
の
ガ
ザ

729 

シ
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
達
や
そ
の
一
族
達
は
、
ガ
ザ
ン
汗
に
績
い
て
即
位
し
た
腹
違
い
の
弟
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
を
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
最
高
君

(

4

U

 

主
に
戴
い
て
は
い
た
が
特
別
の
強
い
繋
り
は
持
た
ず
、
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
本
接
地
を
確
保
す
る
に
留
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
プ

1
・
サ
イ
l
ド
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汗
時
代
に
入
る
と
彼
等
一
族
は
次
第
に
自
立
的
傾
向
を
強
め
て
い
き
、
あ
る
者
は
奴
い
て
討
た
れ
、
あ
る
者
は
ガ
ザ
ン
汗
時
代
の
本
接
地
に
お

た
後
、

い
て
新
た
な
躍
進
の
基
盤
を
持
た
な
い
ま
ま
弱
値
化
し
て
し
ま

っ
た
。
ガ
ザ
ン
汗
の
残
後
、

政
権
中
核
の
ア
ミ
l
ル
達
が
己
の
本
接
地
に
退
い

ガ
ザ
ン
汗
の
中
央
集
権
園
家
鐙
制
を
踏
襲
す
る
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
政
権
中
一
核
の
ア
ミ
l
ル
と
し
て
園
政
の
表
面
に
大
き
く
進
出
し
て
き

た
の
は
、

ガ
ザ
γ
汗
の
峻
烈
極
ま
り
な
い
封
立
勢
力
討
滅
活
動
の
中
に
あ
っ
て
、
後
継
者
ハ
ル
パ
ン
ダ
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
り
辛
う
じ
て
存
績

し
た
撤
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
と
ハ
ル
パ
ン
ダ
の
師
父
の
一
族
達
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
と
の
個
人
的
繋
り
が
強
い
各
部
族
の
ア

、
l
ル
達
や
そ
の
一
族
達
は
ガ
ザ
ン
汗
の
窺
後
か
ら
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
時
代
に
至
る
ま
で
、

途
中
の
内
紛
を
経
な
が
ら
も
ま
だ
ま
だ
十
分

強
力
で
あ
っ
た
が
、
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
が
残
し
て
フ
ラ
グ
家
の
正
統
が
絶
え
、
統
合
の
中
心
が
失
わ
れ
る
と
イ
ル
汗
園
と
い
う
統

一
瞳
は

一
気
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
ア
ミ
l
ル
達
は
フ
ラ
グ
家
や
チ
ン
ギ
ス
汗

一
門
遠
縁
の
諸
王
達
を
塊
備
と
し
て
争
っ
た
が
、

も

は
や
チ
ン
ギ
ス
汗
一
門
を
汗
に
戴
く
統
一
園
家
は
生
れ
な
か

っ
た
。
建
園
時
の
事
情
に
根
ざ
す
分
立
的
世
質
濃
厚
な
征
服
園
家
イ
ル
汗
園
が
ガ

ザ
ン
汗
に
よ
っ
て
中
央
集
楼
園
家
へ
と
脱
皮
し
た
後
も
イ
ル
汗
と
政
権
中
一
核
の
ア
ミ

1
ル
と
の
閥
係
は
個
人
的
結
び
つ
き
に
よ
る
部
分
が
多

-164ー

く
、
最
終
的
に
イ
ル
汗
園
の
中
援
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
特
定
部
族
の
ア
ミ
l
ル
達
の
大
部
分
は
フ
ラ
グ
家
正
統
の
断

組
と
共
に
内
部
抗
争
の
末
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

中
央
集
権
園
家
へ
の
脱
皮
を
は
か
る
ガ
ザ
ン
汗
の
一
連
の
封
立
勢
力
討
滅
活
動
は
モ

シ
ゴ

ル
人
達
が
イ
ラ

ン
に
お
い
て
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
の
唯
一
の
道
で
は
あ
っ
た
が
、
統
合
の
中
心
と
な
る
多
く
の
諸
王
達
や
分
立
す
る
強
力
な
諸
部
族
軍
を
徹
底
的
に
滅
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
達
の
補
給
が
き
か
な
い
イ
ル
汗
園
に
と
っ
て
、
「
統
ご
、
「
中
央
集
権
化
」
と
は
裏
腹
の

一
面
の
弱
桂
化
を
も
必
然

的
に
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
中
央
集
権
国
家
に
生
れ
襲
っ
た
イ
ル
汗
園
を
比
較
的
短
命
に
終
ら
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
ガ
ザ
ン
汗

が
断
行
し
た
中
央
集
権
的
諸
改
革
の
成
果
は
、
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
、
ア
プ
l
・
サ
イ
l
ド
汗
に
継
承
さ
れ
た
後
、
イ
ル
汗
園
崩
壊
後
の
混
凱
の

(
5〉

中
か
ら
他
勢
力
を
破
っ
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
支
配
し
た
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
に
結
質
し
て
お
り
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る

モ
ン
ゴ
ル
園
家
と
い
う
観

粘
か
ら
は
ガ
ザ
ン
汗
の
即
位
時
か
ら
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
滅
亡
時
ま
で
を
一
揖
き
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の



戚
関
係
が
最
初
で
、

ガ
ザ
ン
汗
、

中
一
夜
と
な
っ
た
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
回
同
n
E
吋
R
B
M
W
F
の
後
喬
と
フ
ラ
グ
家
と
の
姻
戚
関
係
が
生
じ
た
の
は
フ
ラ
グ
の
孫
ガ
イ
ハ
ト
と
の
姻

オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗
と
繍
い
た
が
そ
れ
以
前
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
の
こ
の
系
統
と
チ
ン

ギ
ス
汗
一
門
と
の
姻
戚
開

イ
ル
汗
園
の
中
一
核
に
あ

っ
た
の
は
い
ず
れ
も
モ
ン

ゴ
ル
帯
園
草
創
期
か
ら
の
一
貫
し
た
チ
ン

ギ
ス
汗

係
は
全
く
な
か
っ
た
。
ガ
ザ

γ
汗
窺
後
、

一
門
と
の
姻
戚
関
係
を
持
つ
諸
部
族
で
あ
り
、
「
チ
ン
ギ
ス
汗
一
門
と
一
貫
し
た
姻
戚
関
係
を
持
つ
部
族
」
と
い
う
黙
で
は
し
『
宮
古
吋
民
白
色
同

フ
ラ
グ
の
征
服
活
動
に
従
っ

て
そ
の
ま

ま
征
服
地
に
居
つ
い
た
モ
ン
ゴ
ル
系
、

の
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族
は
イ
ル
汗
圏
中
期
に
姻
戚
閥
係
が
生
じ
た
例
外
的
な
「
新
興
勢
力
」

で
あ
っ
た
。

ト
ル
コ
系
諸
部
族
は
ガ
ザ
ン
汗
に
よ

っ
て
徹
底
的
に
解
盟
、
改
易
さ
れ
て
ガ
ザ
ン
汗
及
び
弟
ハ
ル
パ
ン

ダ
と
の
個
人
的
繋
り
を
持
つ
者
達
の
も
と
に
再
編
成
さ
れ
、

さ
ら
に
イ
ル
汗
圏
の
中
核
は
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
諸
部
族
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
、

最
終
的

に
は
ガ
イ
ハ
ト
汗
以
降
に
フ
ラ
グ
家
と
の
姻
戚
闘
係
が
生
じ
た
百
円
宮
、
吋
民
自
主
同
の
後
喬
ジ

ャ
ラ
イ
ル
部
族
が
イ
ル
汗
園
崩
境
後
他
勢
力
を

匪
倒
し
て
ガ
ザ
ン
汗
が
目
ざ
し
た
中
央
集
権
的
諸
改
革
を
開
花
、
結
寅
さ
せ
た
の
で
あ
る。
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註(
1〉
イ
ル
汗
園
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
族
の
消
長
に
つ
い
て
渓
表
し
た

の
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
一
、
「
口
問

Y
E
園
史
料
に
見
ら
れ
る

ρω
品目

g
g
に
つ
い
て
』
(
『
東
洋
皐
報
』
五
四
i
一
、
一
!
七
一
一
貝
。一

九
七

一
年
)
。
二
、
「
口
一
同
冨
ロ
園
史
料
に
見
ら
れ
る

ρ民
自
ロ
削
聞
に
つ
い
て
」

(『
7
ジ
ア
文
化
史
論
叢
』
第
三
巻
、
一

l
六
二
頁
。
山
川
出
版
社
。
一
九

七
九
年
〉
。
こ
れ
は
一
に
若
干
の
手
な
お
し
を
L
た
も
の
で
あ
る
。
三
、

a
t
H，

Z
C白『削ロロ
e
z
p
m国
交
OH-s-
一玄白
S
H
E
-白
色
任
命
日

-
r
E
E
R・

(玄
o
g
a
g-D問
手
巾
問
。
回

g
H
n
r
u
o唱
曲
円
円
ヨ

g件
。
同
仔
叩
吋

ou『O
切ロロ
ro

z。・
8
・】
V

司・

5
H
l
g
r
・
5
3
)
こ
れ
は
ニ
の
英
謬
版
で
あ
る
o
ve四、

「の

E
N削
口
問
。E
P政
権
の
中
一
核
群
に
つ
い
て
一
(
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
り

カ
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言
語
文
化
研
究
』
第
十
八
続。

五
六
1
一五

O
頁
。
一
九
七
九
年
三

五、

「
口
問
冨
ロ

園
成
立
後
の
『
〉
舎
。円げ印刷』削ロ軍
政
府
』
起
源
の
軍
隊
に
つ

い
て
」
(
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
第
十
九
競
。
一
五
1
四

八
頁
。
一
九
八
O
年
〉
。
六
、
「
の

E
N皆
同
冨
ロ
残
後
の
口
問
冨
ロ
閣

に
お
け
る
モ

ン
ゴ
ル
諸
勢
力
の
消
長
に
つ
い
て
」

(『ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

言
語
文
化
研
究
』
第
二
一

続
。
七
四
l
一一

O
頁
。
一
九
八
一
年
)
。

七、

「イ
ル
汗
園
史
上
に
お
け
る
フ
ラ
グ
家
姻
戚
の
有
力
諸
部
族
」

(
『
内
陸
ア

ジ
ア

・
西
ア
ジ
ア
の
祉
禽
と
文
化』、

六
六
七
|
六
九
五
頁
。

山
川
出
版

社
。
一
九
八
三
年
)
。
こ
れ
ら
に
本
稿
を
加
え
て
増
補
し
、
近
い
賂
来
一

般

に
ま
と
め
て
出
版
す
る
務
定
で
あ
る
。
本
稿
で
筋
れ
る
諸
問
題
の
具
鐙
的

な
考
査
過
程
は
こ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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(
2〉
註
〈
1
)
の
七
の
論
文
に
お
い
て
日

g
z
c己
己
問
『
が
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
汗

の
「
女
婿
」
(
六
七
九
頁
〉
と
し
た
が
、
「
息
子
の
・
後
見
役
」
と
訂
正
す
る
。

(

3

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
述
べ
る
つ
も
り
で
い
る
。

(
4〉
一
一
一
二
三
年
、
ホ
ラ
サ
ン
に
向
っ
た
幼
少
の
諸
王
ア
プ
l

・
サ
イ
l

ド
と
共
に
ガ
ザ
ソ
汗
政
権
中
一
綴
の
ガ
ザ

γ
子
飼
い
の
ア
ミ
l
ル
遠
の
息
子

達
が
多
数
同
行
し
て
い
る
の
が
博
え
ら
れ
て
い
る
。

(

5

)

ガ
ザ
ン
汗
の
改
革
の
成
果
の
一
端
に
つ
い
て
は
本
因
究
信
教
授
の

「
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
ミ
l
ル
に
就
い
て
」
(
『
内
陸
ア
ジ
ア
・

西
ア
ジ
ア
の
祉
舎
と
文
化
』
、
山
川
出
版
社
。
一
九
八
三
年
。
六
九
六
|
七

一
四
頁
)
及
び
、
「
モ

γ
ゴ
ル
の
遊
牧
的
官
制
|
|
ユ
ル
ト
チ
と
プ
ラ
ル
ク

チ
|
|
」
(
『
小
野
勝
年
博
土
頚
欝
記
念
東
方
拳
論
集
』
、
朋
友
香
庖
。
一
九

八
二
年
。
三
五
九
|
三
七
五
頁
〉
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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THE SYSTEM OF HEREDITARY OFFICIALS IN THE

　　　　　　　　　

TIANMING天命ERA

　　　　　　　　　　　　　

Matsuura Shigeru

　　

The so-called system ｏt　ｓhiｚhi世職is ａ system of hereditary officials

peculiar to the Qing dynasty. It originated in the 5 th year of Tianming

（AD 1630) with the　establishment through Nurhaci (Emperor Taizu 太

祀）of the following military ranks : zongbingguan總兵官， ｆｗｉａｎｇ副

;jt, caniiang參^, youji遊撃, as well as beiyu備禦. First Nurhaci had

given such　appointment　to　arnbaぶα　and　niru-i-ｅｉｅtｅ，his　influential

vassalls, whom he had ordered to live in the capital. They were granted

exemption from grain tａχas well as immunity of punishment because of

their particulsirly meritorious service and ｅχcellent facultiesレThey were

also permitted to hand down their special priviledges to their sons and

grandsons.

　

Thus their position was mainly based on merit, however.

should one of them commit ａ serious blunder, position and priviledges

were easily withdrawn｡

　　

This organization of military ｏ伍cials has frequently been confused

with the “eight banner　system”八旗制度, but in fact these are two

coexisting independent forms of organization･. After the Tianming era,

the systemof hereditary officials Cｓfiｔｚhi)has been given different names

time and again. In the l st year of Qianlong 乾隆(1736), it was finally

called the Five Ranks of Nobility 五等爵of ancient Chinese tradition.

THE MONGOLS UNDER THE ILKHANATE

　　　　　　　　

Shimo Hirotoshi

　　

In the middle of the 13 th century. many tribalarmies left over from

the conquering activitiesof Chinkkiz Khan'z grandson Hulagu as well as

troops from the Western outposts of the Mongolian empire took over the

conquered territory―with Iran as its center―as it was and, forａ variety

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4･－



of reasons. established the Ilkhanate. These units which stood　in no

close direct relation with the ruling family of Hulagu engaged in constant

fighting related to the succession of the position of the Khan. In 1295.

Hulagu's great-grandson Ghazan used his fiefKhurasan as ａ base and

　　　　　

－
invaded Adherbaぶｎ，　Taking the position of Khan, he thoroughly eli-

minated a11 segregating troops and in a sweeping reform institutedａnew

structure of power with amirs raised from infancy as its mainstay. Thus

the Ilkhanate was transferred from ａconquering into ａcentrallyorganized

state｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

After the death of Ghazan Khan, the clans of his half-brother Uljaitu

Khan became very in丑uential.Then after the death of Abu Sa'id Khan

the lineage of Hulagu゛ｓfamily ceased, and with this the Ilkhanate lost

its unifying center of power and fellapart. From the ensuing fights of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
the various tribes the Jalair clan emerged as the ruling family of Adher-

baijan. They continued the various centralizing　reforms　initiatedby

Ghazan Khan, which then came to flourishfully.

５－


